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(57)【要約】
　第１の領域と第１の領域に隣接する第２の領域とを有
するコンタクトレンズと、コンタクトレンズに面する内
側面を有するメガネレンズと、メガネレンズの内側面の
方へ向けられた画像光出力を生成するように構成された
照明器とを含むヘッドマウントディスプレイシステム。
照明器によって生成された第１の画像光線は、内側面に
入射し、メガネレンズによって第１の領域に反射される
。第１の領域は、第１の画像光線を透過させるように構
成され、第２の領域は、照明器によって生成されメガネ
レンズから反射された第２の画像光線を反射又は吸収す
るように構成される。メガネレンズは、周囲光線を第２
の領域へと透過させるように構成され、第２の領域は、
周囲光線を透過させるように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の領域と前記第１の領域に隣接する第２の領域とを有するコンタクトレンズと、
　前記コンタクトレンズに面する内側面を有し、前記内側面の反対側の外側面を有するメ
ガネレンズと、
　前記メガネレンズの前記内側面の方へ向けられた画像光出力を生成するように構成され
た照明器とを備えたディスプレイシステムであって、
　前記メガネレンズは、前記照明器によって生成された第１の画像光線が前記内側面に入
射し、前記メガネレンズによって前記第１の領域に反射されるように、前記コンタクトレ
ンズに近接してかつ前記照明器に近接して配設され、前記第１の領域は、前記第１の画像
光線を透過させるように構成され、前記第２の領域は、前記照明器によって生成され前記
メガネレンズから反射された第２の画像光線を反射又は吸収するように構成され、前記メ
ガネレンズは、前記外側面に入射した周囲光線を前記第２の領域へと透過させるように構
成され、前記第２の領域は、前記周囲光線を透過させるように構成されているディスプレ
イシステム。
【請求項２】
　前記第１の領域は、前記照明器からの光を合焦させるように配設された光学素子を含む
、請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記コンタクトレンズは高分子基材を含み、前記光学素子は前記高分子基材に埋め込ま
れている、請求項２に記載のディスプレイシステム。
【請求項４】
　微細穿孔された第１の多層複屈折高分子光学膜を含むレンズ基材を備えるコンタクトレ
ンズ。
【請求項５】
　環状領域と中央領域とを含み、前記第１の多層複屈折高分子光学膜は、前記環状領域に
配設され、前記中央領域内には延びていない、請求項４に記載のコンタクトレンズ。
【請求項６】
　前記中央領域に第２の多層複屈折高分子光学膜を含む、請求項５に記載のコンタクトレ
ンズ。
【請求項７】
　レンズ基材を備え、入射した光をユーザの瞳内に向けるように構成された部分を有する
コンタクトレンズであって、前記部分は、第１の領域と前記第１の領域を囲む第２の領域
とを含み、前記第１の領域は１つ又は複数の光学素子を含み、前記１つ又は複数の光学素
子は前記第２の領域内には延びておらず、前記１つ又は複数の光学素子は、屈折率が１．
８よりも高いガラスを含むコンタクトレンズ。
【請求項８】
　第１の領域と、前記第１の領域に隣接する第２の領域とを備えるコンタクトレンズであ
って、前記第１の領域は単連結ではなく、前記第１の領域が前記第２の領域によって境界
が定められるか又は前記第２の領域が前記第１の領域によって境界が定められるかのいず
れかであり、前記第２の領域は、前記第２の領域に広がる少なくとも１つの光学膜を含み
、前記少なくとも１つの光学膜が、前記第１の領域内には延びていないコンタクトレンズ
。
【請求項９】
　前記第１の領域は、前記第２の領域によって囲まれた複数の個別ゾーンを備える、請求
項８に記載のコンタクトレンズ。
【請求項１０】
　前記第１の領域は、外側境界を有する連続したゾーンを備え、前記第２の領域の少なく
とも１つの切り離された部分が、前記外側境界内に配設されている、請求項８に記載のコ
ンタクトレンズ。
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【請求項１１】
　第１の領域と、前記第１の領域とは異なる第２の領域とを備えるコンタクトレンズであ
って、前記第１の領域は、第１の多層複屈折高分子光学膜を含み、前記第２の領域は、前
記第１の多層複屈折高分子光学膜とは異なる第２の多層複屈折高分子光学膜を含むコンタ
クトレンズ。
【請求項１２】
　第１の領域と第２の領域とを備え、前記第１及び第２の領域を貫通して連続的に延びる
複数の層を有する多層光学膜を含むコンタクトレンズであって、前記第１の領域において
、前記複数の層が第１の反射特性を提供し、前記第２の領域において、前記複数の層が、
前記第１の反射特性とは異なる第２の反射特性を提供するコンタクトレンズ。
【請求項１３】
　反射型偏光子を備えるメガネレンズであって、ユーザに面するように構成された内側面
と、前記内側面の反対側の外側面とを有し、前記反射型偏光子は、前記メガネレンズの前
記内側面に約１０度～約８０度の範囲の非垂直角度で入射した光の少なくとも一部を、前
記メガネレンズに実質的に垂直な方向に反射するように構成された微細構造を備えるメガ
ネレンズ。
【請求項１４】
　拡散反射型円偏光子を備えるメガネレンズであって、ユーザに面するように構成された
内側主面と、前記内側主面の反対側の外側主面とを有し、前記拡散反射型円偏光子は、前
記内側主面に入射した第１の円偏光を有する光を拡散反射するメガネレンズ。
【請求項１５】
　波長選択性反射を提供するナノ粒子を含む層を備えるメガネレンズであって、前記波長
選択性反射は、ＦＷＨＭ帯域幅が約１５０ｎｍ未満である第１の反射帯域を含むメガネレ
ンズ。
【請求項１６】
　ノッチ反射型偏光子を含むレンズであって、コンタクトレンズ又はメガネレンズである
レンズ。
【請求項１７】
　前記ノッチ反射型偏光子は、ＦＷＨＭ帯域幅が約６０ｎｍ以下である第１の反射帯域に
おいて第１の偏光を有する光を反射する、請求項１６に記載のレンズ。
【請求項１８】
　前記ノッチ反射型偏光子は、ＦＷＨＭ帯域幅が約６０ｎｍ以下である第２の反射帯域に
おいて前記第１の偏光を有する光を反射し、前記第２の反射帯域が前記第１の反射帯域と
重なり合わない、請求項１７に記載のレンズ。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　ヘッドマウントディスプレイは、頭部上又は頭部の周囲に装着されるディスプレイであ
る。ヘッドマウントディスプレイは、実世界の視界上に重ね合わせられた画像を閲覧者に
表示する光学系を含む場合がある。従来のヘッドマウントディスプレイは、広い視野と、
目からシステムまでの快適な距離を閲覧者に提供するのに必要とされるそのようなシステ
ムのサイズ及び外観を含む様々な欠点を有する。したがって、改良されたヘッドマウント
ディスプレイが望まれている。
【発明の概要】
【０００２】
　本説明のいくつかの態様では、第１の領域と第１の領域に隣接する第２の領域とを有す
るコンタクトレンズと、コンタクトレンズに面する内側面を有し、内側面の反対側の外側
面を有するメガネレンズと、メガネレンズの内側面の方へ向けられた画像光出力を生成す
るように構成された照明器とを含むディスプレイシステムが提供される。メガネレンズは
、照明器によって生成された第１の画像光線が、内側面に入射し、メガネレンズによって
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第１の領域に反射されるように、コンタクトレンズに近接してかつ照明器に近接して配設
される。第１の領域は、第１の画像光線を透過させるように構成され、第２の領域は、照
明器によって生成されメガネレンズから反射された第２の画像光線を反射又は吸収するよ
うに構成される。メガネレンズは、外側面に入射した周囲光線を第２の領域へと透過させ
るように構成され、第２の領域は、周囲光線を透過させるように構成される。
【０００３】
　本説明のいくつかの態様では、微細穿孔された多層複屈折高分子光学膜を組み込んだレ
ンズ基材を含むコンタクトレンズが提供される。
【０００４】
　本説明のいくつかの態様では、レンズ基材を含み、かつ入射した光をユーザの瞳に送る
ように構成された部分を有するコンタクトレンズが提供される。この部分は、第１の領域
と第１の領域を囲む第２の領域とを含む。第１の領域は、１つ又は複数の光学素子を含み
、１つ又は複数の光学素子は第２の領域内には延びていない。１つ又は複数の光学素子は
、屈折率が１．８よりも高いガラスを含む。
【０００５】
　本説明のいくつかの態様では、第１の領域と第１の領域に隣接する第２の領域とを含む
コンタクトレンズが提供される。第１の領域は、単連結ではなく、第１の領域が第２の領
域によって境界が定められるか又は第２の領域が第１の領域によって境界が定められるか
のいずれかである。第２の領域は、第２の領域内に広がり、第１の領域内には延びていな
い少なくとも１つの光学膜を含む。
【０００６】
　本説明のいくつかの態様では、第１の領域と第１の領域とは異なる第２の領域とを含む
コンタクトレンズが提供される。第１の領域は、第１の多層複屈折高分子光学膜を含み、
第２の領域は、第１の多層複屈折高分子光学膜とは異なる第２の多層複屈折高分子光学膜
を含む。
【０００７】
　本説明のいくつかの態様では、第１の領域と第２の領域とを含み、第１の領域及び第２
の領域を貫通して連続的に延びる複数の層を有する多層光学膜をコンタクトレンズが提供
される。第１の領域において、この複数の層が第１の反射特性を提供し、第２の領域にお
いて、この複数の層が、第１の反射特性とは異なる第２の反射特性を提供する。
【０００８】
　本説明のいくつかの態様では、反射型偏光子を含むメガネレンズが提供される。メガネ
レンズは、ユーザに面するように構成された内側面と、内側面の反対側の外側面とを有す
る。反射型偏光子は、メガネレンズの内側面に約１０度～約８０度の範囲の非垂直角度で
入射した光の少なくとも一部をメガネレンズに実質的に垂直な方向に反射するように構成
された微細構造を含む。
【０００９】
　本説明のいくつかの態様では、拡散反射円偏光子を含むメガネレンズが提供される。メ
ガネレンズは、ユーザに面するように構成された内側主面と、内側主面の反対側の外側主
面とを有する。拡散反射円偏光子は、メガネレンズの内側主面に入射した第１の円偏光を
有する光を拡散反射する。
【００１０】
　本説明のいくつかの態様では、波長選択性反射を提供するナノ粒子を含む層を含むメガ
ネレンズが提供される。波長選択性反射は、約１５０ｎｍ未満であるＦＷＨＭ帯域幅を有
する第１の反射帯域を含む。
【００１１】
　本説明のいくつかの態様では、ノッチ反射型偏光子を含むコンタクトレンズが提供され
る。
【００１２】
　本説明のいくつかの態様では、ノッチ反射型偏光子を含むメガネレンズが提供される。
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【００１３】
　本説明のいくつかの態様では、ある波長帯域における発光を提供するように構成された
複数の量子ドットを含む層を含むメガネレンズが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】ディスプレイシステムの概略断面図である。
【図１Ｂ】コンタクトレンズの正面図である。
【図２】コンタクトレンズの断面図である。
【図３Ａ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図３Ｂ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図３Ｃ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図３Ｄ】コンタクトレンズに含めることが可能な構成要素の断面図である。
【図４Ａ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図４Ｂ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図４Ｃ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図５Ａ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図５Ｂ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図５Ｃ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図５Ｄ】コンタクトレンズの一部の断面図である。
【図５Ｅ】コンタクトレンズに含めることが可能な光学膜の断面図である。
【図６Ａ】コンタクトレンズの正面図である。
【図６Ｂ】コンタクトレンズの一部の側面図である。
【図７Ａ】コンタクトレンズの正面図である。
【図７Ｂ】コンタクトレンズの正面図である。
【図８Ａ】コンタクトレンズの正面図である。
【図８Ｂ】コンタクトレンズの正面図である。
【図９】コンタクトレンズの正面図である。
【図１０】微細穿孔された光学膜の概略正面図である。
【図１１】メガネレンズの断面図である。
【図１２】メガネレンズの断面図である。
【図１３Ａ】メガネレンズに含めることが可能な光学膜の断面図である。
【図１３Ｂ】メガネレンズに含めることが可能な光学膜の断面図である。
【図１４】メガネレンズの断面図である。
【図１５Ａ】メガネレンズに含めることが可能な光学膜の断面図である。
【図１５Ｂ】光学膜から反射した光の概略側面図である。
【図１６Ａ】メガネレンズに含めることが可能な光学膜の断面図である。
【図１６Ｂ】図１６Ａの光学膜の概略正面図である。
【図１６Ｃ】光学膜から反射した光の概略側面図である。
【図１７】ナノ粒子の断面図である。
【図１８】緑色可視光の一部を遮断する反射帯域を有する多層光学膜の測定された外部透
過スペクトルのグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下の説明では、本明細書の一部を形成し、例示を目的として示される添付図面を参照
する。図における要素に関する記載は、別段の指定がない限り、他の図の対応する要素に
等しく適用されると理解すべきである。図面は、必ずしも寸法通りではない。本開示の範
囲又は趣旨から逸脱することなく、他の実施形態が想定され、実施され得る点を理解され
たい。したがって、以下の詳細な説明は、限定的な意味で理解されるべきではない。
【００１６】
　本明細書で使用される場合、層、構成要素、又は要素は、互いに隣接していると記載さ
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れ得る。層、構成要素又は要素は、直接的に接触することにより、１つ又は複数の他の構
成要素を介して連結することにより、又は互いに隣り合った状態若しくは互いに付着し合
った状態に保持されることにより、相互に隣接し得る。直接接触している層、構成要素、
又は要素は、直接隣接していると記載され得る。
【００１７】
　従来のヘッドマウントディスプレイは、広い視野と、目からシステムまでの快適な距離
を閲覧者に提供するのに必要とされるそのようなシステムのサイズ及び外観を含む様々な
欠点を有する。閲覧者がコンタクトレンズを装着することを必要とするヘッドマウントデ
ィスプレイにより、様々な改良が提供される。しかし、この種の既知のシステムは、ディ
スプレイパネルを閲覧者のすぐ目の前に配置する必要があり、それが実世界の視界の邪魔
になる場合がある。本説明によれば、ディスプレイパネルを閲覧者の目の前に位置させる
必要なしに、コンタクトレンズ及びメガネレンズ（たとえば、眼鏡のフレームに取り付け
られるように構成されたレンズ）を含む改良されたヘッドマウントディスプレイを製造で
きることが見出され、どちらも光学フィルタなどの光学素子（たとえば、偏光子及び／又
はスペクトルフィルタ）を含んでいる。特に、本説明のいくつかの態様では、投射光の少
なくとも一部をメガネレンズの法線に近くかつ閲覧者の目に向かう方向に反射する光学フ
ィルタを含むメガネレンズからの光を投射するようにプロジェクタを配設できることが判
明している。メガネレンズは、周囲光の少なくとも一部を閲覧者の目の方へ透過させる。
コンタクトレンズは、メガネレンズから反射された画像光を透過させる第１の領域と、周
囲光を透過するが、第２領域内に反射される投射光を遮断する（すなわち、反射又は吸収
する）光学フィルタを有する第２の領域とを含む。第１の領域は、目の瞳と比較して小さ
くてよく、プロジェクタからの光を目の網膜上に合焦させる合焦要素を含んでもよい。
【００１８】
　図１Ａは、第１の領域１１３及び第２の領域１１５を有するコンタクトレンズ１１０と
、コンタクトレンズ１１０に面する内側面１２２を有しかつ内側面１２２の反対側の外側
面１２４を有するメガネレンズ１２０と、メガネレンズ１２０の内側面１２２の方へ向け
られた画像光出力１３２を生成するように構成された照明器１３０とを含むディスプレイ
システム１００の概略断面図を示す。メガネレンズ１２０は、照明器１３０によって生成
された第１の画像光線１３４が内側面１２２に入射し、メガネレンズ１２０によって第１
の領域１１３に反射されるように、コンタクトレンズ１１０に近接して、かつ照明器１３
０に近接して配設される。第１の領域１１３は、第１の画像光線１３４を透過させるよう
に構成される。第２の領域１１５は、照明器１３０によって生成されメガネレンズ１２０
から反射された第２の画像光線１３６を反射又は吸収するように（たとえば、適切な光学
フィルタを含めることによって）構成される。メガネレンズ１２０は、外側面１２４に入
射した第１の周囲光線１４２を第２の領域１１５へと透過させるように構成される。第２
の領域１１５は、第１の周囲光線１４２を透過させるように構成される。メガネレンズ１
２０は、第２の周囲光線１４４を反射又は吸収してもよい。コンタクトレンズ１１０は、
コンタクトレンズ１１０を装着している人の目に面するように構成された内側主面１１２
と、内側主面１１２の反対側にありかつメガネレンズ１２０に面する外側主面１１４とを
有する。
【００１９】
　図１Ａでは、メガネレンズ１２０は平坦なシートして概略的に示されている。メガネレ
ンズ１２０が多くの従来のメガネレンズと同様な湾曲を有してもよいことを理解されたい
。たとえば、メガネレンズ１２０は、処方レンズであってよく、処方強度に関連する湾曲
を有してもよい。代替として、コンタクトレンズ１１０が処方レンズであってもよい。
【００２０】
　照明器１３０は、アイウェアフレームに取り付けられたプロジェクタであってよい。い
くつかの実施形態では、照明器１３０は、第１の偏光を有する偏光された光出力を生成す
るように構成され、メガネレンズ１２０は、偏光状態を実質的に変更せずに偏光された光
出力を反射するように構成される。第１の領域１１３は、第１の偏光を通過させ、第１の
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偏光に実質的に直交する第２の偏光を反射又は吸収する偏光子を含んでもよい。代替とし
て、第１の領域１１３は、光学的に透明であってもよく、コンタクトレンズを装着してい
る人の網膜上に画像光を合焦させるレンズ素子を含んでもよい。いくつかの実施形態では
、第１の領域１１３はレンズ素子と偏光子の両方を含む。第２の領域１１５は、第１の偏
光を有する光を反射又は吸収する偏光子を含んでもよい。いくつかの実施形態では、第１
の偏光は第１の直線偏光であり、第２の偏光は、第１の直線偏光に直交する第２の直線偏
光である。いくつかの実施形態では、第１の偏光は第１の円偏光であり、第２の偏光は第
２の円偏光である。たとえば、第１の偏光は右円偏光であってもよく、第２の偏光は左円
偏光であってもよい。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、第２の領域は、偏光、スペクトル、又はその両方に基づいて
周囲光と画像光を区別するように構成された光学フィルタを含む。いくつかの実施形態で
は、照明器１３０は、スペクトルの赤色部分、緑色部分、及び青色部分をピークとするス
ペクトル分布を有する光を生成する。そのような分布は、たとえばＬｉｑｕｉｄ　ｃｒｙ
ｓｔａｌ　ｏｎ　ｓｉｌｉｃｏｎ（ＬＣｏＳ）ディスプレイパネルとともに、赤色、緑色
、及び青色の発光ダイオード（ＬＥＤ）を使用することによって生成することができる。
そのような分布は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイを照明器１３０として
使用することによって生成することもできる。第２の領域１１５は、照明器１３０によっ
て生成された赤色、緑色、及び青色のスペクトルにおける光を遮断するが、これらの領域
外の光を通過させるノッチフィルタ（すなわち、狭い波長帯域における光を遮断するスペ
クトル選択フィルタ）を含んでもよい。いくつかの実施形態では、１つ、２つ、３つ、又
は４つ（あるいは４つよりも多く）のＬＥＤ又はＯＬＥＤの色が使用され、それに応じて
、ノッチフィルタは、１つ、２つ、３つ、又は４つ（あるいは４つよりも多く）の帯域を
遮断する。ノッチフィルタは、光を吸収するか、光を反射するか、又は光の吸収と反射を
組み合わせることによって、ある波長帯域における光を遮断してもよい。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、コンタクトレンズ１１０及び／又はメガネレンズ１２０は、
ノッチ反射型偏光子、すなわち、可視波長スペクトル（たとえば、約４００ｎｍから約７
００ｎｍの間の波長）における離散スペクトル帯域内の第１の偏光を有する光を反射し、
残りの可視光を通過させるスペクトル選択反射型偏光子を含む。ノッチ反射型偏光子は、
多層複屈折高分子光学膜を含んでもよい。いくつかの実施形態では、第２の領域１１５は
、ノッチ反射型偏光子である多層複屈折高分子光学膜を含む。同様に、いくつかの実施形
態では、メガネレンズ１２０は、ノッチ反射型偏光子である多層複屈折高分子光学膜を含
む。ノッチ反射型偏光子を使用すると、広帯域反射型偏光子を使用する場合と比較して周
囲光のより大きい部分を目に到達させることができる。米国特許第６，１５７，４９０号
（Ｗｈｅａｔｌｅｙ等）及び米国特許第６，５３１，２３０号（Ｗｅｂｅｒ等）に記載さ
れた技法を使用して、複屈折高分子層同士を交互に重ねることによって適切なノッチ反射
型偏光子を製造することができる。いくつかの実装形態では、メガネレンズに含まれるか
又はコンタクトレンズに含まれるノッチ反射型偏光子は、半値全幅（ＦＷＨＭ）が約６０
ｎｍ以下又は約５０ｎｍ以下又は３５ｎｍ以下又は約２０ｎｍ以下である１つ又は複数の
異なる帯域における第１の偏光を反射する。いくつかの実施形態では、各々の異なる帯域
は、約１０ｎｍよりも大きい帯域幅を有する。たとえば、１０ｎｍから６０ｎｍの反射帯
域幅を有すると、照明器内のＬＥＤからの光を反射し、この範囲外の光を透過するうえで
有用である。このようなノッチ反射型偏光子は、照明器からの画像光が、第２の領域１１
５に入るのを妨げ、かつ／あるいはメガネレンズ１２０から反射するのを可能にし、一方
、周囲光が最小限の損失で第２の領域１１５及び／又はメガネレンズ１２０を透過できる
ようにする。いくつかの実施形態では、１つ又は複数の帯域は、各々が６０ｎｍ以下の帯
域幅を有する、重なり合わない１つ、２つ、３つ、又は４つの帯域を含む。いくつかの実
施形態では、コンタクトレンズ１１０は、第２の領域１１５内にノッチ反射型偏光子を含
み、このノッチ反射型偏光子は第１の領域１１３内には延びていない。
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【００２３】
　コンタクトレンズ又はメガネレンズからのグレアを軽減するか又は実質的に解消するた
めに吸収型偏光子又は部分的に吸収型の偏光子が含まれてもよい。たとえば、メガネレン
ズ１２０は、メガネレンズ１２０の基材に隣接する反射型偏光子を含んでもよく、反射型
偏光子に隣接し外側面１２４に面する吸収偏光子を含んでもよい。同様に、コンタクトレ
ンズ１１０の第２の領域１１５は、反射型偏光子を含んでもよく、反射型偏光子に隣接し
メガネレンズ１２０に面する吸収型偏光子を含んでもよい。
【００２４】
　本説明の偏光子はいずれも、直線偏光子であってもよく、あるいは４分の１波長層及び
直線偏光子から構成される場合がある円偏光子であってもよい。いくつかの実施形態では
、第１の領域１１３と第２の領域１１５の一方又は両方が偏光子を含む。偏光子は、反射
型偏光子を含んでもよく、かつ、たとえば米国特許出願公開第２００６／０２６２４００
号（Ｏｕｄｅｒｋｉｒｋ等）に記載された反射型偏光子に隣接する吸収型偏光子（たとえ
ば、ダイクロイック偏光子）を含んでもよい。偏光子は、メガネレンズ１２０に面する４
分の１波長層と、４分の１波長層に隣接しメガネレンズ１２０と向かい合う直線偏光子を
含む反射型円偏光子であってもよい。偏光子は、メガネレンズ１２０に面する４分の１波
長層と、４分の１波長層に隣接しメガネレンズ１２０と向かい合う吸収型偏光子と、吸収
型偏光子に隣接し４分の１波長層と向かい合う直線反射型偏光子とを含んでもよい。４分
の１波長層は、４分の１波長層と直線偏光子の組合せが、第１の円偏光を有する光を反射
し、第２の円偏光を有する光を透過させるか又は吸収するように、４分の１波長層の速軸
が直線反射型偏光子の透過軸に対して約４５度の角度に位置するように配向されてもよい
。
【００２５】
　４分の１波長層は、反射型偏光子に隣接して配設された別個の膜であってもよく、ある
いは反射型偏光子に塗布することが可能なコーティングであってもよい。適切なコーティ
ングには、「Ｐｈｏｔｏ－ａｌｉｇｎｅｄ　ａｎｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　ｏｐｔｉｃａｌ　
ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍｓ」、Ｓｅｉｂｅｒｌｅ等、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＳＩＤ
、１２／１（２００４）に記載されたＲＯＬＩＣ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｌｔｄ．（スイス
）製の線形光重合（ＬＰＰ）材料を含む。第１の膜又は層にコーティングが塗布された後
、このコーティングが、第２の膜又は層と表される場合がある。ＬＰＰ材料は、パターン
化されるか又は空間的に調整されたリターダが形成されるのを可能にする。いくつかの実
施形態では、コンタクトレンズ１１０は、ＬＰＰ材料から形成された層を含み、この層は
、第１及び第２の領域１１３及び１１５の全体にわたって延び、第１の領域１１３におい
て第１の位相遅れを提供し、第２の領域１１５において第２の位相遅れを提供するように
空間的に調整されている。たとえば、ＬＰＰ層は、第１の領域１１３において第１の方向
に沿って速軸に対する４分の１波長位相遅れ（たとえば、反射型偏光子の透過軸に対して
約４５度の角度）を提供してもよく、かつ速軸を第２の領域において第１の方向に対して
約９０度回転させた４分の１波長位相遅れを提供してもよい。そのような層は、たとえば
、第１の領域内に右円偏光子を有し第２の領域内に左円偏光子を有するコンタクトレンズ
を形成するように、直線偏光子と組み合わせることが可能である。
【００２６】
　本説明のコンタクトレンズ又はメガネレンズにおいて使用される適切な多層複屈折高分
子光学膜は、たとえば、米国特許第５，８８２，７７４号（Ｊｏｎｚａ等）、米国特許第
６，５３１，２３０号（Ｗｅｂｅｒ等）、及び米国特許第６，７８３，３４９号（Ｎｅａ
ｖｉｎ等）に記載された、交互に重ねられた高分子材料の共押出と得られた多層高分子ウ
ェブの延伸とを含む場合がある連続的なプロセスによって製造されてもよい。
【００２７】
　適切な反射型偏光子には、コレステリック反射型偏光子、及びコンタクトレンズ又はメ
ガネレンズに使用される場合があるワイヤグリッド偏光子も挙げられる。ワイヤグリッド
偏光子は、メガネレンズに使用されるとき、偏光子によって反射される偏光を有する光を
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散乱させるように設計されてもよい。適切なワイヤグリッド偏光子は、米国特許出願公開
第２０１０／０１３４７１９号（Ｊｏｈｎｓ等）に記載されている。ワイヤグリッド偏光
子は、酸素及び二酸化炭素などの気体に対する高い透過性を提供し、したがって角膜の健
康状態を維持する快適なコンタクトレンズを提供できることから、コンタクトレンズに使
用するのに適している。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、照明器１３０によって生成された画像光出力１３２の少なく
とも２％、又は少なくとも約５％、又は少なくとも約１０％でかつ約３５％未満、又は約
５０％未満が、コンタクトレンズ１１０を透過する。
【００２９】
　図１Ｂは、コンタクトレンズ１１０の正面図を示す。図示の実施形態では、第１の領域
１１３は、第１の領域１１３を囲む環状の領域において第２の領域１１５の中心の近くの
実質的に円形の領域である。他の実施形態では、第１の領域１１３は、卵形又はその他の
形状を有し、第２の領域１１５に心合せされなくてもよい。コンタクトレンズ１１０は、
第２の領域１１５からコンタクトレンズ１１０の縁部まで延びる第３の領域１１７も含む
。他の実施形態では、第２の領域１１５は、コンタクトレンズ１１０の縁部まで延びる。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、コンタクトレンズは、コンタクトレンズの第１の部分１０１
に入射した少なくともいくらかの光が、コンタクトレンズを装着している人の瞳内に透過
する特性を有する第１の部分１０１を含む。第１の部分１０１は、第１の領域１１３と、
第２の領域１１５の全体又は一部とを含んでもよい。図１Ｂに示されている実施形態では
、第１の部分１０１は、線１１８によって境界が定められた実質的に円形の領域を含む。
この領域は、第１の領域１１３の全体と第２の領域１１５の多くの部分とを含む。いくつ
かの実施形態では、コンタクトレンズは、第３の領域１１７を含む第２の部分を含む。第
２の部分に入射した光は、コンタクトレンズを装着している人の瞳内には透過しない。第
２の部分は、コンタクトレンズがより快適に目に合うように含められてもよい。
【００３１】
　本説明のいくつかの態様では、レンズ基材を含み、コンタクトレンズ１１０の第１の部
分１０１自体に入射した光を直接ユーザの瞳内に送るように構成された第１の部分１０１
を有するコンタクトレンズ１１０が提供され、第１の部分１０１は、第１の領域１１３と
、第１の領域１１３を囲む第２の領域１１５の一部又は全体を含む追加の領域１１１とを
含む。図１Ｂでは、追加の領域１１１は、線１１８の内側にありかつ第１の領域１１３の
外側にある領域である。第１の領域１１３は、第２の領域内には延びない１つ又は複数の
光学素子を含んでもよい。１つ又は複数の光学素子は、少なくとも部分的にレンズ基材と
ともに埋め込まれてもよく、あるいは本明細書の他の部分において説明するように基材の
外側主面１１４上に配置されてもよい。１つ又は複数の光学素子は、屈折率の高いガラス
を含んでもよい。たとえば、ガラスの屈折率は、約１．８よりも高く、又は約１．８より
も高く、又は約２よりも高く、又は約２．１よりも高くてよい。屈折率は、本明細書にお
いて使用されるときは、別段の指示がない限り、２５℃及び大気圧において波長が５３２
ｎｍの光を使用して測定された屈折率を指す。適切な高屈折率のガラスは、たとえば、米
国特許第２，８７０，０３０号（Ｓｔｒａｄｌｅｙ等）に記載されている。
【００３２】
　１つ又は複数の光学素子は、レンズ基材の屈折率とは異なる屈折率を有する場合がある
モノリシックレンズであってもよい。モノリシックレンズは、比較的厚い屈折レンズ又は
比較的薄い回折レンズであってもよい。代替として、１つ又は複数の光学素子は個別のモ
ノリシックレンズのアレイであってもよい。各レンズは、第１の領域に入射した光をコン
タクトレンズを装着している人の目の網膜上に合焦させてもよい。モノリシックレンズは
、平凸レンズ又は両凸レンズであってもよく、あるいは他の種類のレンズが使用されても
よい。各レンズは、本明細書の他の部分において説明するように屈折率が高いガラスから
作られてもよい。高屈折率のガラスから作られたレンズを使用すると、レンズと基材中で
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使用される場合がある高分子材料との間の屈折率の差が大きくなる。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、第１の領域は、１つ又は複数のモノリシックレンズを含み、
第２の領域はノッチフィルタを含む。いくつかの実施形態では、ノッチフィルタは、コン
タクトレンズを製造するのに使用される高分子材料中で１つ又は複数の狭い波長帯域にお
いて吸収する１つ又は複数の顔料を含めることによって形成される。コンタクトレンズは
、成形プロセスを使用して製造されてもよく、その場合、第１の領域が第２の領域よりも
はるかに少ない高分子材料を含み、したがって、はるかに少ない顔料を含むように各レン
ズが第１の領域内に成形される。いくつかの実施形態では、顔料は、銅フタロシアニンな
どの金属フタロシアニンを含む。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、１つ又は複数の光学素子は、多層複屈折高分子光学膜、反射
型偏光子、多層複屈折高分子反射型偏光子、及び多層複屈折高分子光学膜に隣接しかつコ
ンタクトレンズ１１０の外側主面１１４に面する吸収型偏光子のうちの少なくとも１つを
含んでもよい。いくつかの実施形態では、第２の領域１１５の一部又は全体を含む追加の
領域１１１は、多層複屈折高分子光学膜を含み、多層複屈折高分子光学膜は、反射型偏光
子であってもよく、第２の領域１１５全体にわたって延びてもよい。追加の領域１１１は
、反射型偏光子に隣接する４分の１波長層を含んでもよい。４分の１波長層は、外側主面
１１４に面してもよい。多層複屈折高分子光学膜は、交互に重ねられた複屈折高分子層の
群を含んでもよく、交互に重ねられた複屈折高分子層の群に隣接する吸収型偏光子を含ん
でもよい。いくつかの実施形態では、追加の領域１１１は、第１の円偏光を有する光を透
過させ、第２の円偏光を有する光を反射する第１の反射型円偏光子を含み、１つ又は複数
の光学素子は、第２の円偏光を有する光を透過させ、第１の円偏光を有する光を反射する
第２の反射型偏光子を含む。
【００３５】
　図２は、第１の領域２１３と、第２の領域２１５と、コンタクトレンズ２１０の内側主
面２１２の反対側の外側主面２１４上に配設された光学素子２１９とを含むコンタクトレ
ンズ２１０の断面図である。光学素子２１９は、第１の領域２１３に入射した光を、コン
タクトレンズ２１０を装着した目の網膜上の点であってもよい焦点上に合焦させるレンズ
であってもよい。代替として、光学素子２１９は、レンズ基材内の第１の領域２１３に少
なくとも部分的に埋め込まれてもよい。光学素子２１９は、レンズ基材内に少なくとも部
分的に埋め込まれる場合、光学素子２１９は外側主面２１４、内側主面２１２、又は両方
の主面２１２及び２１４を貫通して延びてもよい。光学素子２１９は、従来の眼科医療用
インサート成形プロセスを使用してレンズ基材内に少なくとも部分的に埋め込まれてもよ
い。
【００３６】
　図３Ａは、第２の領域３１５Ａの外側縁部に近いコンタクトレンズ３１０Ａの部分を示
す。コンタクトレンズ３１０Ａは、たとえば、従来の眼科医療用インサート成形プロセス
を使用して、図３Ａに示されているように構成要素３５５の周りに形成することができる
高分子基材であってもよい基材３５２Ａを含む。構成要素３５５は、反射型偏光子、吸収
型偏光子、多層複屈折高分子光学膜のうちの１つ又は複数などの光学素子であってもよい
。構成要素３５５の代替位置が図３Ｂ及び図３Ｃに示されている。
【００３７】
　図３Ｂは、第２の領域３１５Ｂの外側縁部に近いコンタクトレンズ３１０Ｂの部分を示
す。コンタクトレンズ３１０Ｂは、基材３５２Ｂ上に配設された構成要素３５５を含む。
コンタクトレンズ３１０Ｂは、従来のインサート成形プロセスを使用して製造することが
可能である。図３Ｃは、第２の領域３１５Ｃの外側縁部に近いコンタクトレンズ３１０Ｃ
の部分を示す。コンタクトレンズ３１０Ｃは、基材３５２Ｃ上に配設された構成要素３５
５を含み、構成要素３５５の主面が基材３５２Ｃの主面と同一平面上に位置する。コンタ
クトレンズ３１０Ｃは、従来のインサート成形プロセスを使用して製造することが可能で
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ある。構成要素３５５に接触するコンタクトレンズ３１０Ｂ又は３１０Ｃの主面は、コン
タクトレンズの内側面であっても又は外側面であってもよい。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、構成要素３５５は、複数の層を含んでもよい。このことは、
反射型直線偏光子３５７と、吸収型直線偏光子３５８と、メガネレンズに面するように配
設されてもよい４分の１波長層３５９とを有する構成要素３５５Ｄを示す図３Ｄに示され
ている。構成要素３５５Ｄは、第１の円偏光を透過させ、第１の円偏光に実質的に直交す
る第２の円偏光を吸収するか又は部分的に吸収するか又は部分的に反射する円偏光子であ
る。
【００３９】
　図４Ａは、第１の領域４１３Ａにおけるコンタクトレンズ４１０Ａの部分を示す。コン
タクトレンズ４１０Ａは、たとえば、従来のインサート成形プロセスを使用して、図４Ａ
に示されているように構成要素４５６の周りに形成することができる高分子基材であって
もよい基材４５２Ａを含む。図４Ａに示されているコンタクトレンズ４１０Ａの部分にお
いて、基材４５２Ａは、構成要素４５６の下方に下部を有し、構成要素４５６の上方に上
部を有する。コンタクトレンズ４１０Ａの縁部の近くにおいて、基材４５２Ａの２つの部
分が合体されてもよい。構成要素４５６は、反射型偏光子、吸収型偏光子、多層複屈折高
分子光学膜、及びレンズのうちの１つ又は複数などの光学素子であってもよい。いくつか
の実施形態では、構成要素４５６は、レンズ基材４５２Ａ内に埋め込まれたレンズである
。
【００４０】
　図４Ｂは、第１の領域４１３Ｂにおけるコンタクトレンズ４１０Ｂの部分を示す。コン
タクトレンズ４１０Ｂは、基材４５２Ｂ上に配設された構成要素４５６を含む。コンタク
トレンズ４１０Ｂは、従来のインサート成形プロセスを使用して製造することが可能であ
る。構成要素４５６に接触するコンタクトレンズ４１０Ｂの主面は、コンタクトレンズの
内側面であっても又は外側面であってもよい。
【００４１】
　更に本明細書の他の部分において説明するように、第１の領域は複数の個別ゾーンを含
んでもよい。図４Ｃは、個別ゾーンを有する第１の領域４１３Ｃを含むコンタクトレンズ
４１０Ｃの部分を示す。コンタクトレンズ４１０Ｃは、たとえば、従来のインサート成形
プロセスを使用して、図４Ｃに示されているように複数の構成要素４５６Ｃの周りに形成
することができる高分子基材であってもよい基材４５２Ｃを含む。図４Ｃに示されている
コンタクトレンズ４１０Ｃの部分において、基材４５２Ｃは、複数の構成要素４５６Ｃの
下方に下部を有し、複数の構成要素４５６Ｃの上方に上部を有する。コンタクトレンズ４
１０Ｃの縁部の近くにおいて、基材４５２Ｃの２つの部分が合体されてもよい。複数の構
成要素４５６Ｃは複数の光学素子であってもよく、各光学素子は、反射型偏光子、吸収型
偏光子、多層複屈折高分子光学膜、及びレンズのうちの１つ又は複数などであってもよい
。いくつかの実施形態では、複数の構成要素４５６Ｃは、レンズ基材４５２Ｃ内に埋め込
まれた複数のレンズである。
【００４２】
　図５Ａは、その近傍において第１の領域５１３Ａと第２の領域５１５Ａが当接する、コ
ンタクトレンズ５１０Ａの部分を示す。第１の領域５１３Ａは、基材５５２Ａに埋め込ま
れた第１の構成要素５５６を含み、第２の領域５１５Ａは、基材５５２Ａに埋め込まれた
第２の構成要素５５５を含む。第１及び第２の構成要素が基材に埋め込まれる代わりに、
第１及び／又は第２の構成要素が、基材に部分的にのみ埋め込まれてもよく、あるいは基
材の主面上に配設されてもよい。図５Ｂは、近傍において第１の領域５１３Ｂと第２の領
域５１５Ｂが当接する、コンタクトレンズ５１０Ｂの部分を示す。第１の領域５１３Ｂは
、基材５５２Ｂの主面上に配設された第１の構成要素５５６を含み、第２の領域５１５Ｂ
は、基材５５２Ｂの主面上に配設された第２の構成要素５５５を含む。いくつかの実施形
態では、第１及び第２の構成要素は、図５Ｃに示されているように基材の主面と同一平面
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上に位置し、図５Ｃは、近傍において第１の領域５１３Ｃと第２の領域５１５Ｃが当接す
るコンタクトレンズ５１０Ｃの部分を示す。第１の領域５１３Ｃは、基材５５２Ｃの主面
上に配設された第１の構成要素５５６を含み、第２の領域５１５Ｃは、基材５５２Ｃの主
面上に配設された第２の構成要素５５５を含む。コンタクトレンズ５１０Ａ、５１０Ｂ、
及び５１０Ｃのいずれも、従来のインサート成形技法を使用して製造することが可能であ
る。
【００４３】
　別個の構成要素５５５及び５５６を使用することの代替として、第１及び第２の領域に
おいて様々な特性を有する単一の構成要素が使用される。図５Ｄは、近傍において第１の
領域５１３Ｄと第２の領域５１５Ｄが当接する、コンタクトレンズ５１０Ｄの部分を示す
。第１の領域５１３Ｄは、基材５５２Ｄに埋め込まれた光学膜５５７Ｄの第１の部分５５
６Ｄと、基材５５２Ｄに埋め込まれた第２の部分５５５Ｄとを含む。光学膜５５７Ｄを基
材５５２Ｄに少なくとも部分的に埋め込むことの代替として、光学膜５５７Ｄが基材の主
面上に配設される。多層複屈折高分子光学膜又は４分の１波長層などの光学膜を空間的に
調整するための方法については本明細書の他の部分において説明する。光学膜５５７Ｄは
、図５Ｅに示されているように多層光学膜であってもよく、図５Ｅは、光学繰返しユニッ
ト５９９内に配置されたマイクロレイヤ５９８を含む多層光学膜５５７Ｅを示す。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、第１の領域は、第２の領域によって囲まれた複数の個別ゾー
ンを含む。このことは、第１の領域６１３Ａと第２の領域６１５Ａとを含むコンタクトレ
ンズ６１０Ａの正面図を示す図６Ａに示されている。第１の領域６１３Ａは、複数の個別
ゾーン６４３Ａを含み、そのため第１の領域６１３Ａは連結されていない。第１の領域６
１３Ａは、中央領域と複数の同心リングとを含む。第１の領域６１３Ａは、第２の領域６
１５Ａによって境界が定められている。本明細書では、コンタクトレンズの第１の領域は
、第１の領域の境界を定めるあらゆる内部線が第２の領域の境界の一部でもある場合には
、第２の領域によって境界が定められる。コンタクトレンズ６１０Ａにおいて、第１の領
域６１３Ａの境界を定めるあらゆる線が第２の領域６１５Ａの境界の一部である。任意の
数の個別ゾーン６４３Ａが使用されてよく、個別ゾーン６４３Ａは任意のパターンで配置
されてよい。いくつかの実施形態では、各個別ゾーン６４３Ａがモノリシックレンズを含
む。いくつかの実施形態では、コンタクトレンズ６１０Ａは、モノリシックレンズのアレ
イ又は光学膜の個別部分のアレイなどの光学素子のアレイを含む。光学膜の個別部分のア
レイは、たとえば、多層複屈折高分子光学膜から一部を打ち抜くか又はレーザ切断するか
、あるいは本明細書の他の部分において説明するように多層光学膜を空間的に調整するこ
とによって作製することが可能である。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、第１の領域６１３Ａがフレネルレンズを含む。このことは、
コンタクトレンズ６１０Ａの中央領域に対応するコンタクトレンズ６１０Ｂの一部を示す
図６Ｂに示されている。第１の領域６１３Ｂは、第２の領域６１５Ｂ内には延びないフレ
ネルレンズ素子６１９Ｂを含む。図示の実施形態では、レンズ素子６１９Ｂは、レンズ基
材６５２Ｂの外側主面６１４Ｂ上に配置されることによって第１の領域６１３Ｂに組み込
まれる。他の実施形態では、レンズ素子６１９Ｂは、レンズ基材６５２Ｂ内に少なくとも
部分的に埋め込まれる。
【００４６】
　代替形状が、第１の領域７１３Ａと第２の領域７１５Ａとを含むコンタクトレンズ７１
０Ａの正面図を示す図７Ａに示されている。第１の領域７１３Ａは、複数の個別のゾーン
７４３Ａを含み、かつ第１の領域７１３Ａは第２の領域７１５Ａによって境界が定められ
ている。代替形状が、第１の領域７１３Ｂと第２の領域７１５Ｂとを含むコンタクトレン
ズ７１０Ｂの正面図を示す図７Ｂに示されている。第１の領域７１３Ｂは、複数の個別の
ゾーン７４３Ｂを含み、かつ第１の領域７１３Ｂは第２の領域７１５Ｂによって境界が定
められている。更に本明細書の他の部分において説明するように、７４３Ａ又は７４３Ｂ
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などの複数の個別ゾーンを使用すると、連続的な単一の第１の領域を使用する場合と比較
して、視野の拡大、コントラストの改善、及び画質の向上などの様々な利点がもたらされ
ることがわかっている。いくつかの実施形態では、第２の領域７１５Ａ又は７１５Ｂは、
第２の領域７１５Ａ又は７１５Ｂに広がり、第１の領域７１３Ａ又は７１３Ｂ内には延び
ない少なくとも１つの光学膜を含む。少なくとも１つの光学膜は、多層複屈折高分子光学
膜、反射型偏光子、吸収型偏光子、及びノッチフィルタのうちの１つ又は複数であっても
よい。
【００４７】
　第１の領域６１３Ａ、６１３Ｂ、７１３Ａ、及び７１３Ｂは、連結されておらず、した
がって、単連結されていない。いくつかの実施形態では、第１の領域は、連続的な連結さ
れた領域であり、パス連結されている（すなわち、第１の領域の任意の２つの点を連結す
るパスが第１の領域内に存在する）が、単連結されていない（すなわち、第１の領域の２
つの端点間の、第１の領域内のあらゆるパスを、２つの端点を維持しつつ端点間の他の任
意のパスに連続的に変換することができるとは限らない）。このことは図８Ａ～図９に示
されている。
【００４８】
　図８Ａは、第１の領域８１３Ａと第２の領域８１５Ａとを含むコンタクトレンズ８１０
Ａの正面図を示す。第２の領域８１５Ａは、第１の領域８１３Ａによって境界が定められ
ている。すなわち、第２の領域８１５Ａの境界を定めるあらゆる内部線が第１の領域８１
３Ａの境界の一部である。第１の領域８１３Ａは連結されパス連結されており、かつ第１
の領域８１３Ａは単連結されていない。図８Ｂに代替実施形態が示されており、第１及び
第２の領域がコンタクトレンズ８１０Ｂの外側縁部まで延びている。第２の領域８１５Ｂ
の境界を定めるあらゆる内部線は第１の領域８１３Ｂの境界の一部であるので、第２の領
域８１５Ｂは第１の領域８１３Ｂによって境界が定められる。この場合、第２の領域８１
５Ｂはコンタクトレンズ８１０Ｂの境界まで延びているので、コンタクトレンズの外部境
界は、第２の領域８１５Ｂの境界の一部である。この場合、第１の領域８１３Ｂは、連結
されておらず、したがって、単連結されていない。
【００４９】
　図９は、第１の領域９１３と第２の領域９１５とを含むコンタクトレンズ９１０の正面
図を示す。第１の領域９１３は、単連結されていない連続的な連結されたゾーン又は領域
である。第１の領域９１３は、第２の領域９１５によって境界が定められている。第１の
領域９１３は外側境界９４７を有する。第２の領域９１５は、外側境界９４７の外側にあ
る外側領域９６１を含み、外側境界９４７の中に配設された内側領域９６３を含む。内側
領域９６３は、第２の領域の少なくとも１つの切り離された部分９６５を含む。図９に示
されている実施形態では、内側領域９６３は、切り離された４つの部分９６５を含む。
【００５０】
　図６Ａ～図９に示されている実施形態の第２の領域は、少なくとも１つの光学膜を含ん
でもよい。この少なくとも１つの光学膜は、多層複屈折高分子光学膜を含んでもよい。い
くつかの実施形態では、第１の領域（たとえば、６１３Ａ、６１３Ｂ、７１３Ａ、７１３
Ｂ、８１３Ａ、８１３Ｂ、９１３）は、この少なくとも１つの光学膜とは異なる第１の光
学膜を含む。いくつかの実施形態では、この少なくとも１つの光学膜は、第１の偏光を有
する光を透過させるように構成された第１の反射型偏光子を含む。いくつかの実施形態で
は、第１の領域は、第１の偏光を有する光を反射又は吸収するように構成された第２の偏
光子を含む。いくつかの実施形態では、この少なくとも１つの光学膜は、多層複屈折高分
子反射型偏光子を含み、第１の領域は実質的に光学的に透明である。いくつかの実施形態
では、この少なくとも１つの光学膜は、少なくとも１つの層が、本明細書の他の部分にお
いて説明するように層内に分配されたナノ粒子に含められてもよいフォトクロミック材料
を含む、複数の層を含む。いくつかの実施形態では、この少なくとも１つの光学膜は、微
細穿孔された多層複屈折高分子光学膜を含んでもよい。いくつかの実施形態では、この少
なくとも１つの光学膜は、第１及び第２の領域を貫通して連続的に延びる複数の層を含み
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、本明細書の他の部分において説明するように、第１の領域においてこの複数の層が第１
の反射特性を提供し、第２の領域において、この複数の層が、第１の反射特性とは異なる
第２の反射特性を提供する。
【００５１】
　たとえば、第２の領域９１５は少なくとも１つの光学膜を含む。切り離された部分９６
５は、外側領域９６１と同じ光学膜の一部を含んでも、又は異なる光学膜を含んでもよい
。コンタクトレンズ９１０（又はコンタクトレンズ６１０Ａ、６１０Ｂ、７１０Ａ、７１
０Ｂ、８１０Ａ、若しくは８１０Ｂ）は、本明細書の他の部分において説明するように、
光学膜から一部を打ち抜くか又はレーザ切断することによって製造するかあるいは空間的
に調整された光学膜を使用することによって製造することが可能である。
【００５２】
　図６Ａ～図９に示されているような互いに単連結されていない第１の領域を使用すると
、単連結された第１の領域を使用する場合と比較していくつかの利点がもたらされること
がわかっている。たとえば、軸外を向いた心ずれ素子を有すると、より多くの軸外光が収
集されるので、視野を改善することができる。実世界の視界をそれほど犠牲にせずに第１
の領域のサイズを単連結された単一の領域に対して拡大することができ、これによって、
照明器によって生成される仮想画像の輝度を向上することが可能であるので、コントラス
ト比を改善することもできる。第１の領域をコンタクトレンズのより広い領域に広げるこ
とによって、第１の領域から周辺視界への局所摂動が低下するので、周囲画像の画質を向
上させることができる。第１の領域に含められる場合がある複数の素子が同一である必要
がなく、たとえば、非点収差及び歪みを低減させ、かつ／あるいはずれ／位置ずれに対す
るディスプレイシステムの耐性を改善することによって、画質を向上させるようにこれら
の素子を設計することが可能であるので、仮想画像の画質を向上させることもできる。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、第１の領域（たとえば、２１３、６１３Ａ、６１３Ｂ、７１
３Ａ、７１３Ｂ、８１３Ａ、８１３Ｂ、９１３）は、第１の領域の外側面上に配設される
か又はコンタクトレンズの基材内の第１の領域に少なくとも部分的に埋め込まれた合焦素
子（たとえば、図２の素子２１９又は図６Ｂの素子６１９Ｂ）を含む。合焦素子は、たと
えば、第１の領域の形状に対応する形状を有するように打ち抜かれたレンズであってもよ
い。代替として、合焦素子は、第１の領域の外側面上に配設されるか又はコンタクトレン
ズの基材における第１の領域に少なくとも部分的に埋め込まれたレンズのアレイであって
もよい。合焦素子は、メガネレンズから第１の領域内に拡散散乱した光を、コンタクトレ
ンズを装着している人の目の網膜上に合焦させるように含められてもよい。
【００５４】
　コンタクトレンズを快適に装着できるようにし、かつ角膜の健康状態を維持するように
、コンタクトレンズが、気体、たとえば、酸素及び二酸化炭素がレンズ材料を貫通して拡
散するのを可能にすることが通例望ましい。コンタクトレンズの通気性又はガス透過性は
、コンタクトレンズに含まれる任意の光学膜に使用される材料の選択の影響を受けること
がある。いくつかの実施形態では、多層複屈折高分子光学膜がコンタクトレンズに含めら
れ、多層複屈折高分子光学膜は、複屈折高分子とシリコーンからなる交互に重ねられた層
を含む。層のうちの１つにシリコーンを使用すると、光学膜の通気性を向上させることが
できる。本説明のコンタクトレンズに組み込まれた光学膜又は構成要素はいずれも、微細
穿孔されてよい。このことは、微細穿孔１０６０を有する光学構成要素１０５５の正面図
を示す図１０に示されている。光学構成要素１０５５は、コンタクトレンズに組み込むこ
とができる、本明細書の他の部分において説明する光学構成要素のいずれかであってもよ
い。たとえば、光学構成要素１０５５は、多層複屈折高分子光学膜であってもよく、反射
型偏光子であってもよい。いくつかの実施形態では、構成要素１０５５が、コンタクトレ
ンズに組み込まれたときに第１の領域内に延びないように、構成要素１０５５の領域によ
り大きい穴が設けられる。
【００５５】
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　光学膜を穿孔すると、膜のガス透過性が向上し、それによって、角膜の健康状態を維持
し、光学膜を含むレンズの快適さを改善する助けとなることができる。穿孔は、たとえば
、レーザ切断を使用して形成される。適切なレーザにはエキシマレーザが含まれる。多層
光学膜は、ＣＯＭＰｅｘＰｒｏ（商標）１１０Ｆエキシマレーザ（カリフォルニア州サン
タクララのＣＯＨＥＲＥＮＴ，Ｉｎｃ．から市販されている）を、パターン位置当たり３
００パルス、繰返し率５０Ｈｚ，６００ｍＪ／ｃｍ２、及び波長２４８ｎｍの設定で使用
して穿孔されている。代替として、トラックエッチング技術を使用して、「Ｔｒａｃｋ　
ｅｔｃｈｉｎｇ　ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ　ｉｎ　ｍｅｍｂｒａｎｅ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
」、Ａｐｅｌ、Ｒａｄｉａｔｉｏｎ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ　３４（２００１）５５
９～５６６に記載されたように小径（たとえば、１ミクロン未満）の穿孔を形成すること
ができる。小さい穿孔を使用すると、膜の光学特性に対する影響を最小限に抑えることが
できる。いくつかの実施形態では、光学膜は、直径が約１０ｎｍよりも大きいか、又は約
０．１ミクロンよりも大きいか、又は約０．５ミクロンよりも大きいか、又は約１ミクロ
ンよりも大きいか、又は５ミクロンよりも大きいか、又は約１０ミクロンよりも大きいか
、又は約１５ミクロンよりも大きく、かつ約１００ミクロンよりも小さいか、又は約１５
０ミクロンよりも小さいか、又は約２００ミクロンよりも小さいか、又は約３００ミクロ
ンよりも小さい穴を含む。直径が約３００ミクロンよりも大きい穴は、光学膜の光学特性
を低下させる場合があり、直径が約１０ｎｍよりも小さい穴は、レーザ切断技術又はトラ
ックエッチング技術を使用して形成することが困難である場合がある。いくつかの実施形
態では、光学膜は、総穿孔開口面積が約０．１％よりも大きいか、又は約０．２％よりも
大きいか、約０．５％よりも大きいか、又は約１％よりも大きいか、又は約２％よりも大
きく、かつ約５％よりも小さいか、又は約８％よりも小さいか、約１０％よりも小さいか
、又は約１５％よりも小さい。これによって、膜の光学特性に実質的な損傷を与えずに十
分な通気性が得られることがわかっている。
【００５６】
　本説明のいくつかの態様では、微細穿孔された多層複屈折高分子光学膜を組み込んだレ
ンズ基材を含むコンタクトレンズが提供される。本明細書で使用される場合、微細穿孔は
、サイズ（たとえば、直径）が１ｍｍ未満である穿孔を指し、ナノスケール（１ミクロン
未満）の直径を有する穿孔を含み得る。多層複屈折高分子光学膜は、反射型偏光子であっ
てもよく、ノッチフィルタを含んでもよい。多層複屈折高分子光学膜は、本明細書の他の
部分において説明するようにナノ粒子に組み込まれる場合があるフォトクロミック材料を
含む少なくとも１つの層を含んでもよい。多層複屈折高分子光学膜は、たとえば、図３Ａ
に示されている実施形態と同様にレンズ基材に埋め込まれてもよい。コンタクトレンズは
、第１の領域と第２の領域とを有してもよく、微細穿孔された光学膜は第１の領域と第２
の領域の一方又は両方に含められてもよい。コンタクトレンズは、（図１Ｂに示されてい
る実施形態における第２の領域１１５に対応する）環状領域と（図１Ｂに示されている実
施形態における第１の領域１１３に対応する）中央領域とを含んでもよい。環状領域は、
中央領域内には延びない第１の多層複屈折高分子光学膜を含んでもよく、中央領域は、第
２の多層複屈折高分子光学膜を含んでもよい。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、レンズ基材は色盲矯正光学フィルタを含み、この光学フィル
タは、微細穿孔された光学膜を含む。適切な色盲矯正光学フィルタは、国際公開第２０１
４／１１０１０１号（Ｗｏｌｄ等）に記載されている。そのようなフィルタは、多層複屈
折高分子光学膜の側面（たとえば、コンタクトレンズの内側面に面する側面又はコンタク
トレンズを装着しているユーザに面する側面）上に配設された吸収型マゼンタ層を含んで
もよく、この吸収型マゼンタ層は緑色光を選択的に吸収する。適切なマゼンタ層は、国際
公開第２０１４／１１０１０１号（Ｗｏｌｄ等）に記載されるように透明なキャリアフィ
ルム上に染料を被覆することによって形成することが可能である。適切な染料には、ニュ
ージャージー州ニュウオークのＥｐｏｌｉｎ，Ｉｎｃ．によって販売されているＥｐｏｌ
ｉｇｈｔ（商標）５３９１　Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｌｉｇｈｔ　Ｄｙｅが挙げられる。
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【００５８】
　色盲矯正光学フィルタは、５５０ｎｍ又は５５０ｎｍの近くに強力であるが幅の狭い阻
止帯域を有するが、他の可視波長に対しては比較的高い透過性を有する多層複屈折高分子
光学膜を含んでもよい。したがって、たとえば、多層光学膜は、設計入射角（たとえば、
垂直入射）において４２０ｎｍ～６８０ｎｍの範囲の平均内部透過率が少なくとも５０％
又は少なくとも６０％であってもよい。多層光学膜は、設計入射角において、５５０ｎｍ
を含む１０ｎｍ幅波長範囲にわたる平均内部透過率が１０％以下、又は５％以下、又は２
％以下、又は１％以下であってもよく、この減少した透過率は、幅（半値全幅（ＦＷＨＭ
））が６０ｎｍ以下、又は５０ｎｍ以下、又は２０ｎｍ～５０ｎｍ若しくは２０ｎｍ～４
０ｎｍの範囲である反射帯域に関連する。多層光学膜の光学特性は、多層光学膜の透過特
性及び反射特性が光の入射方向の関数として実質的に変化することがあるので、垂直入射
又は関心対象の異なる入射方向において指定されることもある。多層複屈折高分子光学膜
は、垂直入射において４２０ｎｍ～６８０ｎｍの範囲の平均内部透過率が少なくとも５０
％であってもよく、かつ垂直入射において、５５０ｎｍを含み、幅（ＦＷＨＭ）が６０ｎ
ｍ以下である反射帯域に関連する、１０ｎｍ幅波長範囲にわたる平均内部透過率が、１０
％以下であってもよい。
【００５９】
　一例では、色盲矯正光学フィルタに使用するのに適した多層光学膜は、２２３個の個別
のミクロ層を積み重ねることによって形成されており、ミクロ層は、ポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）高分子材料とコポリメチルメタクリレート（ｃｏＰＭＭＡ）高分子材
料との間に交互に重ねられている。このスタックの層厚プロファイルを、スペクトルの赤
外線領域内に１次反射帯域が生成されるように調整した。ＩＲ反射帯域の３次高調波は、
可視領域内の５５０ｎｍ又は５５０ｎｍの近くに位置していた。４００ｎｍ～７００ｎｍ
の範囲におけるこの膜の垂直入射時の測定外部透過率が、図１８に曲線１８０１として示
されている。この図では、この膜の可視光反射帯域１８０１ａを容易に特定することがで
きる。反射帯域１８０１ａのＦＷＨＭ帯域幅は約５０ｎｍである。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、光学膜が第１及び第２の領域全体にわたって延び、光学膜の
光学特性は、第１の領域と第２の領域とで異なる。図１Ｂ及び図６Ａ～図９に示されてい
るコンタクトレンズは、第１の領域における光学膜の部分が修正された、第１及び第２の
領域を貫通して延びる光学膜を使用することによって製造することができる。たとえば、
図５Ｄを参照すると、光学膜５５７Ｄは、第１の領域５１３Ｄ及び第２の領域５１５Ｄを
貫通して延びる連続的な膜である。第１の領域５１３Ｄにおける光学膜５５７Ｄの第１の
部分５５６Ｄは、第２の領域５１５Ｄにおける光学膜５５７Ｄの第２の部分５５５Ｄとは
異なる光学特性を有するように修正される。
【００６１】
　いくつかの態様では、コンタクトレンズは、第１の領域と第２の領域とを有するレンズ
基材であって、第１の領域及び第２の領域を貫通して連続的に延びる複数の層を有する多
層光学膜を含むレンズ基材を含む。第１の領域において、この複数の層が第１の反射特性
を提供し、第２の領域において、この複数の層が、第１の反射特性とは異なる第２の反射
特性を提供する。このような多層光学膜は、多層複屈折高分子光学膜を用意し、コンタク
トレンズの第１の領域に対応する膜の領域を選択的に加熱してその領域における複屈折を
軽減するか又は実質的に解消することによって製造することが可能である。この場合、第
１の反射特性は、第１の偏光を有する光の反射と第２の偏光を有する光の透過とを含んで
もよく、第２の反射特性は、第１の偏光と第２の偏光の両方の実質的な透過を含んでもよ
い。そのような空間的に調整された光学膜及び製造方法が、米国特許出願公開第２０１１
／０２５５１６３（Ｍｅｒｒｉｌｌ等）に記載されている。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、選択的加熱は、光又は他の放射エネルギーを膜の第１の領域
に選択的に供給することによって少なくとも部分的に実現される。光は、紫外波長、可視
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波長、若しくは赤外波長、又はこれらの組み合わせを含んでもよい。供給される光の少な
くともいくらかがフィルムによって吸収されて所望の加熱を提供し、吸収される光の量は
、供給される光の強度、持続時間及び波長分布並びにフィルムの吸収特性の関数である。
多層光学フィルムを内部パターン化するためのこのような技術は、既知の光強度光源及び
電子的に処理可能な光線操作システムと適合し、したがって、画像特定的なエンボス加工
プレート又はフォトマスクなどの専用ハードウェアを必要とすることなく、単純に光線を
適切に操作することにより、フィルム内の事実上あらゆる所望のパターン又は画像の生成
が可能になる。いくつかの実施形態では、多層光学膜は、パターン化手順の間の加熱を推
進するために１つ又は複数の構成層内に１つ又は複数の吸収剤を含んでもよい。
【００６３】
　適切な多層光学膜５５７Ｅが図５Ｅに示されている。いくつかの実施形態では、多層光
学膜５５７Ｅの複数の層は、光学繰返しユニット５９９として配置されたミクロ層５９８
の少なくとも１つのスタックを含み、各光学繰返しユニット５９９が、第２の領域が複屈
折性を有し、第１の領域がより低い複屈折性又は等方性を有する第１のミクロ層を含む。
いくつかの実施形態では、多層光学膜５５７Ｅは、第２の領域に入射した第１の偏光状態
を有する光を透過させ、第２の領域に入射した第２の偏光状態を有する光を反射し、第１
又は第２の偏光状態を有する第１の領域に入射した光を透過させる。いくつかの実施形態
では、たとえば、図１Ｂに示されているように、環状領域内の第２の領域は第１の領域を
囲む。いくつかの実施形態では、多層光学膜は、本明細書の他の部分において説明するよ
うに微細穿孔される。
【００６４】
　メガネレンズは、拡散反射型偏光子を含んでもよい。そのような偏光子は、連続高分子
内に配設された高分子粒子の分散相を含んでもよい。偏光子は、１つ又は複数の方向に延
びることによって配向することのできる膜であってもよい。分散相粒子のサイズ及び形状
、分散相の体積分率、膜厚、並びに配向量は、得られる膜において所望の拡散反射度及び
所望の波長の電磁放射の全透過を実現するように選択されてもよい。適切な拡散反射高分
子直線偏光子が米国特許第５，８２５，５４３号（Ｏｕｄｅｒｋｉｒｋ等）及び米国特許
第５，８６７，３１６号（Ｃａｒｌｓｏｎ等）に記載されている。
【００６５】
　適切な拡散反射型偏光子は、画像光源に面する鏡面反射型偏光子に隣接する拡散層を有
する鏡面反射型偏光子も含む。適切な拡散層は、高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ）層を含む
。弱い拡散器と鏡面反射型偏光子の組合せは、高い反射率と透過における低いヘイズ及び
高い透明度を実現することができる。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、偏光子は、たとえば、「Ｏｐｔｏｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｐ
ｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ｏｆ　Ｓｔｒｅｔｃｈｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ
　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｆｉｌｍｓ　ｆｏｒ　Ｓｃａｔｔｅｒｉｎｇ　Ｐｏｌ
ａｒｉｚｅｒ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ」、Ａｍｉｍｏｒｉ等、Ｊ．Ａｐｐｌ．Ｐｈｙ
ｓ．９３、３２４８（２００３）に記載されているように拡散反射高分子直線偏光子を作
製するようにＰＤＬＣ層を延伸させることによって得られる。
【００６７】
　プロジェクタ、直線偏光子膜、及び拡散反射型偏光子を使用して、ディスプレイシステ
ムのメガネレンズに拡散反射型偏光子を使用することの適切性を試験した。拡散反射型偏
光子は、米国特許第５，８２５，５４３号（Ｏｕｄｅｒｋｉｒｋ等）に記載されるように
高分子粒子の分散相が連続高分子内に配設された膜であった。プロジェクタを使用してコ
ンテンツを投射スクリーン上に投射した。偏光子膜をプロジェクタからの出力の前方に配
置し、拡散反射型偏光子を偏光子膜と投射スクリーンとの間に配置した。拡散反射型偏光
子を非垂直角度で眺めた。直線偏光子膜の透過軸を拡散反射型偏光子の反射軸と揃えたと
きに、拡散反射型偏光子上に投射された画像を明確に見ることができた。直線偏光子膜の
透過軸を拡散反射型偏光子の透過軸と揃えたときに、拡散反射型偏光子を通して投射スク
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リーン上のコンテンツを明確に見ることができた。そのことは、拡散反射型偏光子が、照
明器からの画像光を閲覧者の所まで散乱させ、周囲光を閲覧者の所まで透過させるために
メガネレンズで使用するのに適していることを示した。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、拡散反射型偏光子は、連続高分子内に配設された高分子粒子
の分散相を含んでもよく、又はＰＤＬＣ反射型偏光子を含んでもよく、吸収型偏光子と組
み合わされる。吸収型偏光子は、メガネレンズの外側面に面するように配設されてもよく
、拡散反射型偏光子は、メガネレンズの内側面に面するように配設されてもよい。拡散反
射型偏光子は、照明器からの光の所望の散乱を提供し、吸収型偏光子は、場合によっては
不快感を与えるメガネレンズの外側面からの反射を防止する。
【００６９】
　図１１は、第１の基材１１７０と、第１の基材１１７０に隣接する１つ又は複数の光学
膜１１７２とを含むメガネレンズ１１２０を示す。メガネレンズ１１２０は、内側主面１
１７４と反対側の外側主面１１７６とを含む。図示の実施形態では、１つ又は複数の光学
膜１１７２は、第１の基材１１７０の全体は覆わず、その結果、内側主面１１７４は、１
つ又は複数の光学膜１１７２の主面１１７５と、第１の基材１１７０の主面の一部とを含
む。主面１１７５は、メガネレンズの内側主面１１７４に面する。他の実施形態では、１
つ又は複数の光学膜１１７２は、第１の基材１１７０の全体又は実質的に全体を覆う。第
１の基材１１７０は、１つ又は複数の光学膜１１７２に隣接し内側主面１１７４と向かい
合っている。
【００７０】
　図１２は、第１の基材１２７０と、第２の基材１２７１と、第１の基材１２７０と第２
の基材１２７１との間に配設された１つ又は複数の光学膜１２７２とを含むメガネレンズ
１２２０を示す。メガネレンズ１２２０は、内側主面１２７４とその反対側の外側主面１
２７６とを含む。１つ又は複数の光学膜１２７２は、メガネレンズ１２２０の内側主面１
２７４に面する主面１２７５を含む。第１の基材１２７０は、１つ又は複数の光学膜１２
７２に隣接し内側主面１２７４と向かい合い、第２の基材１２７１は、１つ又は複数の光
学膜１２７２に隣接し第１の基材１２７０と向かい合う。
【００７１】
　１つ又は複数の光学膜１１７２又は１２７２は、拡散反射型直線偏光子であってもよく
、あるいは１つ又は複数の膜又は層を含む場合がある拡散反射型円偏光子であってもよい
。主面１１７５又は１２７５に入射した第１の偏光を有する光は、拡散反射型円偏光子に
よって拡散反射される。１つ又は複数の光学膜は、４分の１波長層と直線偏光子とを含ん
でもよい。直線偏光子は、反射型直線偏光子であっても、吸収型偏光子であっても、又は
反射型直線偏光子と吸収型直線偏光子の組合せであってもよい。図１３Ａは、４分の１波
長層１３８１と、４分の１波長層１３８１に隣接する反射型直線偏光子１３８３と、反射
型直線偏光子１３８３に隣接し４分の１波長層１３８１と向かい合う偏光子１３８５とを
含む例示的な１つ又は複数の光学膜１３７２を示す。反射型直線偏光子１３８３は、１つ
又は複数の光学膜１３７２が拡散反射型円偏光子になるように拡散反射型直線偏光子であ
ってもよい。１つ又は複数の光学膜１３７２は、４分の１波長層１３８１がメガネレンズ
の内側主面に面し、偏光子１３８５がメガネレンズの外側主面に面するようにメガネレン
ズ内に配設されてもよい。偏光子１３８５は、吸収型直線偏光子であってもよく、メガネ
レンズがメガネレンズの外側の観察者には光って見えるのではなく暗く見えるように含め
られてもよい。偏光子１３８５は、１つ又は複数の反射型偏光子と１つ又は複数の吸収型
偏光子とを含んでもよい。このことは、吸収型偏光子１３８６と、吸収型偏光子１３８６
に隣接する反射型偏光子１３８７とを含む偏光子１３８５Ｂを示す図１３Ｂに示されてい
る。反射型偏光子１３８７は、メガネレンズに使用されるときには、吸収型偏光子１３８
６に隣接しメガネレンズの外側主面と向かい合う。言い換えれば、吸収型偏光子１３８６
は、メガネレンズの外側主面に面する。反射型偏光子１３８７は、交互に重ねられた複屈
折高分子層を含む多層複屈折高分子光学膜であってもよい。
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【００７２】
　いくつかの実施形態では、メガネレンズに含まれる１つ又は複数の光学膜は、連続して
いなくてもよく、図１４に示されているようにレンズ基材によって分離されてもよい。図
１４は、基材１４７０と、１つ又は複数の光学膜の第１の組１４７２と、１つ又は複数の
光学膜の第２の組１４７３とを含むメガネレンズ１４２０の断面図である。メガネレンズ
１４２０は、装着時にユーザに面するように構成された内側主面１４７４と、内側主面１
４７４の反対側の外側主面１４７６とを有する。いくつかの実施形態では、１つ又は複数
の光学膜１４７２は、基材１４７０に隣接し外側主面１４７６と向かい合う拡散反射型直
線偏光子を含み、拡散反射型直線偏光子に隣接し基材１４７０と向かい合う４分の１波長
層を含む。いくつかの実施形態では、１つ又は複数の光学膜１４７３は、基材１４７０に
隣接し内側主面１４７４と向かい合う吸収型直線偏光子を含む。いくつかの実施形態では
、１つ又は複数の光学膜１４７３は、吸収型直線偏光子に隣接し基材１４７０と向かい合
うハードコート層を更に含む。
【００７３】
　いくつかの実施形態では、メガネレンズは、非垂直角度で入射した光の部分をメガネレ
ンズに実質的に垂直な方向に反射する構造を含む反射型偏光子を含む。この構造は、マイ
クロ構造であってもよく、図１５Ａに示されているようにフレネルレンズを含んでもよく
、又は図１６Ａに示されているように回折構造を含んでもよい。いくつかの実施形態では
、反射型偏光子は構造化されるように形成される（たとえば、熱成形される）。いくつか
の実施形態では、反射型偏光子は、構造化された界面を有する２つの膜を含む。いくつか
の実施形態では、鏡面反射型偏光子は、非垂直角度で入射した光の部分をメガネレンズに
実質的に垂直な方向に反射するのに必要な構造を形成するように（たとえば、フレームエ
ンボッシングによって）ランダムなテクスチャを付与されてもよい。このテクスチャは、
周囲視界の歪みを最小限に抑えるようにレンズに浸漬されてもよい（あるいは反射型偏光
子をレンズ基材に取り付けるのに使用される光学的に透明な接着剤を被覆又は充填されて
もよい）。
【００７４】
　図１５Ａは、フレネル鏡１５７８を含むように構造化（たとえば、微細構造化）された
１つ又は複数の光学膜１５７２の断面図を示し、フレネル鏡１５７８は、２次元フレネル
構造（たとえば、円形フレネル鏡）であってもよく、あるいはある方向に延びる線形素子
であってもよい。１つ又は複数の光学膜１５７２は、多層光学膜であってもよい反射型偏
光子を含むことができる。反射型偏光子は、鏡面反射型偏光子であってもよく又は拡散反
射型偏光子であってもよい。この反射型偏光子はノッチ反射型偏光子であってもよい。フ
レネル鏡１５７８は、反射型偏光子を熱成形することによって製造されてもよい。反射型
偏光子は、第１の偏光を有する光を反射し、第２の偏光を有する光を透過させる。第１の
偏光を有し、反射型偏光子に入射した光は、フレネル鏡１５７８によって決定される非鏡
面方向に反射される。第２の偏光を有し、反射型偏光子に入射した光は、フレネル鏡１５
７８の影響をそれほど受けずに反射型偏光子を透過する。
【００７５】
　１つ又は複数の光学膜１５７２は、内側面と外側面とを有するメガネレンズに含められ
てもよい。メガネレンズは、１つ又は複数の光学膜１５７２に隣接し内側面と向かい合う
第１の基材を含んでもよく、かつ１つ又は複数の光学膜１５７２に隣接し第１の基材と向
かい合う第２の基材を含んでもよい。第１及び第２の基材は、光学的に透明な接着剤を使
用して１つ又は複数の光学膜１５７２に取り付けられてもよい。光学的に透明な接着剤は
、フレネル鏡によって形成される構造に充填されてもよく、これによって、周囲視界の歪
みを低減させることができる。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、１つ又は複数の光学膜１５７２は、４分の１波長層を含んで
もよい反射型円偏光子と、４分の１波長層に隣接しメガネレンズの内側面と向かい合う直
線偏光子とを含む。いくつかの実施形態では、１つ又は複数の光学膜１５７２は、フレネ



(20) JP 2017-524161 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

ル鏡１５７８を含む構造化された直線反射型偏光子と、直線反射型偏光子に隣接しメガネ
レンズの内側面と向かい合う吸収型偏光子と、吸収型偏光子に隣接し反射型偏光子と向か
い合う４分の１波長層とを含む。４分の１波長層及び／又は吸収型偏光子層は、直線反射
型偏光子とともに熱成形されてもよく、それによって、すべての層が構造化される（たと
えば、１つ又は複数の光学膜１３７２は、１つ又は複数の光学膜１５７２を形成するよう
に熱成形されてもよい（あるいは場合によっては成形されてもよい））。代替として、直
線反射型偏光子が構造化されてもよく、一方、４分の１波長層と吸収型偏光子の一方又は
両方は、直線反射型偏光子に隣接するように配設された構造化されていない層である。
【００７７】
　図１５Ｂは、１つ又は複数の光学膜１５７２の構造化された表面に非垂直角度θで入射
する光線１５３４を示す。非垂直角度θは、約１０度又は約２０度から約７０度又は約８
０度までの範囲であってもよい。光線１５３４の少なくとも一部は、メガネレンズに実質
的に垂直な方向に反射される。垂直方向１５９０が図１５Ｂに示されている。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、プリズム自体が平行して延びる軸又は方向を有する線形プリ
ズムであってもよくあるいはフレネルレンズであってもよい浸漬された微細構造が、微細
構造を充填し平坦化する平坦化材料によって基材上に設けられる。微細構造としてフレネ
ルレンズが使用される場合、フレネルレンズは、２次元フレネル構造（たとえば、円形の
フレネルレンズ）であってもよく、又は軸に沿って延びる線形素子であってもよい。いく
つかの実施形態では、微細構造（たとえば、線形プリズム）は、本明細書の他の場所にお
いて説明するように散乱型ワイヤグリッド偏光子を形成するように被覆された金属であっ
てもよい。これによって、レンズの散乱効率を高めることができる。微細構造の形状は、
照明器によって形成される入射角からの光を、微細構造を含むレンズを有する眼鏡を装着
している人の目の方へ散乱させるように最適化することが可能である。基材は、複屈折性
を有してもよく、平坦化材料は、微細構造の軸に沿って屈折率整合されてもよい。いくつ
かの実施形態では、第１の偏光を有する光（たとえば、照明器からの光）は、微細構造に
よって散乱させられ、一方、第２の偏光を有する光（たとえば、周囲光）は、第１の偏光
に直交してもよく、微細構造からの散乱を生じさせずに通過する。
【００７９】
　図１６Ａ及び図１６Ｂは、４分の１波長層であってもよい第１の任意の光学膜１６８１
と、回折フィーチャを含んでもよい微細構造１６７８を有する微細構造化層１６７７と、
平坦化層１６８６と、吸収型偏光子であってもよい第２の任意の光学膜１６８５とを含む
１つ又は複数の光学膜１６７２の断面図及び正面図である。１つ又は複数の光学膜１６７
２が、メガネレンズ自体の内側面に面する平坦化層１６８６を有するメガネレンズに含め
られてもよい。メガネレンズは、１つ又は複数の光学膜１６７２に隣接しメガネレンズの
内側面と向かい合う第１の基材を含んでもよく、かつ１つ又は複数の光学膜１６７２に隣
接し第１の基材と向かい合う第２の基材を含んでもよい。第１及び第２の基材は、光学的
に透明な接着剤を使用して１つ又は複数の光学膜１６７２に取り付けられてもよい。
【００８０】
　微細構造化層１６７７は、複屈折層であってもよく、平坦化層１６８６は、微細構造１
６７８が平行して延びる方向１６７９において屈折率整合されてもよい。微細構造化層１
６７７は、たとえば、ポリエステル層を押し出し延伸させることによって形成されてもよ
い。代替として、微細構造化層１６７７は、複屈折高分子層を機械加工することによって
形成されてもよい。平坦化層１６８６は、微細構造化層に放射硬化可能樹脂を被覆し、次
いで樹脂を硬化することによって形成することが可能である。平坦化層１６８６及び微細
構造化層１６７７は、反射型偏光子１６８３を形成する。反射型偏光子１６８３に入射し
電界が方向１６７９に沿って進まないような偏光を有する光が、反射型偏光子１６８３に
よって散乱させられ、かつ少なくとも部分的に反射される。反射型偏光子１６８３に入射
し電界が実質的に方向１６７９に沿って進むような偏光を有する光が、実質的に散乱させ
られずに反射型偏光子１６８３を通過する。



(21) JP 2017-524161 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

【００８１】
　図１６Ａ及び図１６Ｂには、微細構造化層１６７７が微細構造１６７８間に単一のピッ
チを有するように概略的に示されているが、微細構造化層１６７７が複数のピッチを有す
る回折フィーチャを含んでもよいことを理解されたい。いくつかの実施形態では、微細構
造化層１６７７は、照明器によって生成される赤色、緑色、及び青色の光の各々に１つ設
けられた３つの異なるピッチを有する回折フィーチャ又は微細構造１６７８を含む。複数
のピッチを有する回折フィーチャが単一の層に存在してもよく、又は各々が単一のピッチ
を有する複数の層が、複数の異なる帯域における散乱を提供するように積み重ねられても
よい。
【００８２】
　図１６Ｃは、１つ又は複数の光学膜１６７２Ｃ（任意の光学膜１６８１及び１６８５を
含まない１つ又は複数の光学膜１６７２に対応する）の微細構造化面に非垂直角度θで入
射した光線１６３４を示す。非垂直角度θは、本明細書の他の部分において説明する範囲
であってもよい。たとえば、非垂直角度θは、約１０度から約８０度までの範囲であって
もよい。光線１６３４は、１つ又は複数の光学膜１６７２Ｃを含むメガネレンズに実質的
に垂直な方向に反射される。垂直方向１６９０が図１６Ｃに示されている。垂直方向１６
９０は、１つ又は複数の光学膜１６７２の形状全体に対して垂直であり、必ずしも個々の
微細構造に対して垂直ではない。微細構造１６７８は、微細構造１６７８からの光線１６
３４が回折することによって、１つ又は複数の光学膜１６７２Ｃを含むメガネレンズに実
質的に垂直な方向に反射ピークが生成されるように選択された回折フィーチャであっても
よい。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、照明器によって生成される波長に対応する幅の狭い波長帯域
において反射するメガネレンズが提供される。幅の狭い反射帯域の一例が図１８に示され
ている。いくつかの実施形態では、メガネレンズは、幅の狭い波長帯域において反射する
ように選択されたナノ粒子を含む膜又はコーティングを含む。適切なナノ粒子には、銀ナ
ノ粒子、及び「Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　ｄｉｓｐｌａｙｓ　ｅｎａｂｌｅｄ　ｂｙ　ｒ
ｅｓｏｎａｎｔ　ｎａｎｏｐａｒｔｉｃｌｅ　ｓｃａｔｔｅｒｉｎｇ」、Ｈｓｕ等、Ｎａ
ｔ．Ｃｏｍｍｕｎ．５：３１５２　ｄｏｉ：１０．１０３８／ｎｃｏｍｍｓ４１５２（２
０１４）に記載されたシリカコア銀シェルナノ粒子が挙げられる。形状（直径及び／又は
シェル厚さ）は、所望の反射帯域を生成するように選択することが可能である。そのよう
なナノ粒子を含む被膜からの反射は、被膜に非垂直角度で入射した光の部分が実質的に垂
直方向に散乱するように拡散される。反射帯域は、ＦＷＨＭ帯域幅が約１５０ｎｍ未満、
又は約１２０ｎｍ未満、又は約１００ｎｍ未満、又は約７５ｎｍ未満であってもよい。反
射帯域は、ＦＷＨＭ帯域幅が２０ｎｍよりも大きいか又は約３０ｎｍよりも大きくてもよ
い。
【００８４】
　ナノ粒子含有層に使用するのに適したナノ粒子１７０５が図１７に示されている。ナノ
粒子１７０５は、シリカコアであってもよいコア１７０７を含み、かつ銀シェルなどの金
属シェルであってもよいシェル１７０９を含む。コア１７０７の半径は、約１ｎｍ～約４
０ｎｍの範囲であってよく、シェル厚さは、約５ｎｍ～約４０ｎｍの範囲であってよい。
いくつかの実施形態では、ナノ粒子は、第１の反射帯域における反射を提供する第１の複
数のナノ粒子と、第１の反射帯域とは異なる第２の反射帯域における反射を提供する第２
の複数のナノ粒子と、第１及び第２の反射帯域とは異なる第３の反射帯域における反射を
提供する第３の複数のナノ粒子とを含む。いくつかの実施形態では、第１、第２、及び第
３の反射帯域の各々は、ＦＷＨＭ帯域幅が約１５０ｎｍ未満、又は約１２０ｎｍ未満、又
は約１００ｎｍ未満、又は約７５ｎｍ未満であってもよい。
【００８５】
　本説明のメガネレンズは、偏光選択的フィルタ（たとえば、本明細書の他の部分におい
て説明する偏光子）を含んでもよく、かつ／あるいは色選択的フィルタ（たとえば、ナノ
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粒子が適切に分散された層又は本明細書の他の部分において説明するような適切な回折パ
ターンを有する層などの狭帯域散乱層）を含んでもよい。いくつかの実施形態では、メガ
ネレンズは、偏光選択的であるとともに色選択的であるフィルタ（たとえば、本明細書の
他の部分において説明するようなノッチ反射型偏光子）を含んでもよい。
【００８６】
　本説明のコンタクトレンズ又はメガネレンズのいずれも、コンタクトレンズ又はメガネ
レンズの少なくとも１つの層に配設されたフォトクロミック材料を含んでもよい。そのよ
うな層は、コンタクトレンズ又はメガネレンズの別の層の表面上にフォトクロミック化合
物を被覆することによって形成することが可能である。代替として、フォトクロミック化
合物を含むナノ粒子を、コンタクトレンズ又はメガネレンズに含まれる膜又はコーティン
グ層に組み込むことができる。適切なナノ粒子及びコーティングは、米国特許出願公開第
２０１４／０１２８６０８号（Ｅｎｄｌｅ等）及び米国特許出願公開第２０１３／０００
１８３０号（Ｅｎｄｌｅ等）に記載されている。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、ディスプレイシステムは、右目用の第１の照明器、第１のメ
ガネレンズ、及び第１のコンタクトレンズと、左目用の第２の照明器、第２のメガネレン
ズ、及び第２のコンタクトレンズとを含んでもよい。そのようなディスプレイシステムは
、それぞれの目にわずかに異なる画像を提供することにより、３次元（３Ｄ）画像を閲覧
者に提示するのに使用されてもよい。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、メガネレンズは、レンズのある層に配設された複数の量子ド
ットを含む。量子ドットは、照明器からの画像光によって照明されたときに拡散画像光を
生成するのに使用することができる。拡散画像光の一部は、コンタクトレンズの第１の領
域に入射し、コンタクトレンズを装着している人の網膜上にコンタクトレンズによって合
焦されてもよい。いくつかの実施形態では、照明器は、量子ドットによって可視範囲内の
波長にダウンコンバートされる青色光又は紫外光を生成する。いくつかの実施形態では、
表示される画像は単色である。いくつかの実施形態では、照明器は１つ、２つ、３つ、４
つ、又は５つ以上の帯域における光を生成し、メガネレンズに帯域ごとに含まれる対応す
る複数の量子ドットがある。いくつかの実施形態では、第１の波長帯域における発光を提
供する第１の複数の量子ドットが、メガネレンズの第１の層に含まれ、第１の波長帯域と
は異なる第２の波長帯域における発光を提供する第２の複数の量子ドットが、第１の層又
は第１の層に隣接するように配設された第２の層に含まれる。任意の数の異なる帯域にお
ける発光を提供する任意の数の異なる複数の量子ドットをメガネレンズの任意の数の層に
組み込んでもよい。いくつかの実施形態では、量子ドットは、各々の帯域幅が約６０ｎｍ
未満又は約５０ｎｍ未満である重なり合わない１つ又は複数の異なる波長帯域における発
光を提供する。
【００８９】
　以下に、本説明のいくつかの態様による例示的な実施形態のリストを示す。
【００９０】
　項目１ディスプレイシステムであって、
　第１の領域と第１の領域に隣接する第２の領域とを有するコンタクトレンズと、
　コンタクトレンズに面する内側面を有し、内側面の反対側の外側面を有するメガネレン
ズと、
　メガネレンズの内側面の方へ向けられた画像光出力を生成するように構成された照明器
とを備え、
　メガネレンズは、照明器によって生成された第１の画像光線が、内側面に入射し、メガ
ネレンズによって第１の領域に反射されるように、コンタクトレンズに近接してかつ照明
器に近接して配設され、第１の領域は、第１の画像光線を透過させるように構成され、第
２の領域は、照明器によって生成されメガネレンズから反射された第２の画像光線を反射
又は吸収するように構成され、メガネレンズは、外側面に入射した周囲光線を第２の領域
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へと透過させるように構成され、第２の領域は、周囲光線を透過させるように構成される
ディスプレイシステム。
【００９１】
　項目２第２の領域は、偏光、スペクトル、又はその両方に基づいて周囲光と画像光を区
別するように構成される、項目１に記載のディスプレイシステム。
【００９２】
　項目３画像光出力は円偏光される、項目１に記載のディスプレイシステム。
【００９３】
　項目４画像光出力は直線偏光される、項目１に記載のディスプレイシステム。
【００９４】
　項目５メガネレンズは、メガネレンズの基材に隣接する偏光子を含む、項目１に記載の
ディスプレイシステム。
【００９５】
　項目６偏光子は反射型偏光子である、項目５に記載のディスプレイシステム。
【００９６】
　項目７偏光子は、反射型偏光子に隣接する吸収型偏光子を含み、吸収型偏光子が、外側
面に面する、項目６に記載のディスプレイシステム。
【００９７】
　項目８反射型偏光子はノッチ反射型偏光子である、項目６に記載のディスプレイシステ
ム。
【００９８】
　項目９反射型偏光子は直線反射型偏光子である、項目６に記載のディスプレイシステム
。
【００９９】
　項目１０反射型偏光子は反射型円偏光子である、項目６に記載のディスプレイシステム
。
【０１００】
　項目１１反射型円偏光子は、メガネレンズの主面に隣接する直線反射型偏光子と、直線
反射型偏光子に隣接し主面と向かい合う４分の１波長層とを含む、項目１０に記載のディ
スプレイシステム。
【０１０１】
　項目１２直線反射型偏光子は拡散反射型高分子直線偏光子である、項目１１に記載のデ
ィスプレイシステム。
【０１０２】
　項目１３第１の領域は、照明器からの光を合焦させるように配設された光学素子を含む
、項目１に記載のディスプレイシステム。
【０１０３】
　項目１４コンタクトレンズは高分子基材を含み、光学素子は高分子基材に埋め込まれる
、項目１３に記載のディスプレイシステム。
【０１０４】
　項目１５第１及び第２の領域は偏光子を含む、項目１に記載のディスプレイシステム。
【０１０５】
　項目１６偏光子は反射型偏光子である、項目１５に記載のディスプレイシステム。
【０１０６】
　項目１７偏光子は、反射型偏光子に隣接する吸収型偏光子を含み、吸収型偏光子が、メ
ガネレンズに面する、項目１６に記載のディスプレイシステム。
【０１０７】
　項目１８反射型偏光子は直線反射型偏光子である、項目１６に記載のディスプレイシス
テム。
【０１０８】
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　項目１９偏光子は、メガネレンズに面する４分の１波長層と、４分の１波長層に隣接し
メガネレンズと向かい合う吸収型偏光子とを更に含み、直線反射型偏光子は、吸収型偏光
子に隣接し４分の１波長層と向かい合う、項目１８に記載のディスプレイシステム。
【０１０９】
　項目２０反射型偏光子はノッチ反射型偏光子である、項目１６に記載のディスプレイシ
ステム。
【０１１０】
　項目２１第１又は第２の領域は多層複屈折高分子光学膜を含む、項目１に記載のディス
プレイシステム。
【０１１１】
　項目２２多層複屈折高分子光学膜は微細穿孔される、項目２１に記載のディスプレイシ
ステム。
【０１１２】
　項目２３第１又は第２の領域は、交互に重ねられた複屈折高分子層を備える反射型偏光
子を含み、かつ反射型偏光子に隣接しメガネレンズに面する吸収型偏光子を含む、項目１
に記載のディスプレイシステム。
【０１１３】
　項目２４第１の領域は、第１の偏光を有する光を透過させる第１の偏光子を含み、第２
の領域は、第１の偏光を有する光を反射又は吸収する第２の偏光子を含み、第１の偏光子
が、第１の多層複屈折高分子光学膜を備え、第２の偏光子が、第２の多層複屈折高分子光
学膜を備える、項目１に記載のディスプレイシステム。
【０１１４】
　項目２５第２の領域は、第１の領域を囲む環状領域である、項目１に記載のディスプレ
イシステム。
【０１１５】
　項目２６画像光は円偏光され、コンタクトレンズは、環状領域に第１の反射型円偏光子
を含むコンタクトレンズ基材を含み、メガネレンズは、メガネレンズ基材に隣接する第２
の反射型円偏光子を含む、項目２５に記載のディスプレイシステム。
【０１１６】
　項目２７照明器によって生成された画像光出力の約５％～５０％が、コンタクトレンズ
を通して透過される、項目１に記載のディスプレイシステム。
【０１１７】
　項目２８微細穿孔された第１の多層複屈折高分子光学膜を含むレンズ基材を備えるコン
タクトレンズ。
【０１１８】
　項目２９第１の多層複屈折高分子光学膜は反射型偏光子である、項目２８に記載のコン
タクトレンズ。
【０１１９】
　項目３０第１の多層複屈折高分子光学膜はノッチフィルタを含む、項目２８に記載のコ
ンタクトレンズ。
【０１２０】
　項目３１環状領域と中央領域とを含み、第１の多層複屈折高分子光学膜は、環状領域に
配設され、中央領域内には延びない、項目２８に記載のコンタクトレンズ。
【０１２１】
　項目３２中央領域に第２の多層複屈折高分子光学膜を含む、項目３１に記載のコンタク
トレンズ。
【０１２２】
　項目３３レンズ基材は色盲矯正光学フィルタを含み、色盲矯正光学フィルタが、微小穿
孔された第１の多層複屈折高分子光学膜を備える、項目２８に記載のコンタクトレンズ。
【０１２３】
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　項目３４色盲矯正光学フィルタは、第１の多層複屈折高分子光学膜の側面に配設された
吸収型マゼンタ層を含み、吸収型マゼンタ層が緑色光を選択的に吸収する、項目３３に記
載のコンタクトレンズ。
【０１２４】
　項目３５第１の多層複屈折高分子光学膜は、垂直入射において４２０ｎｍ～６８０ｎｍ
の範囲の平均内部透過率が少なくとも５０％であり、かつ垂直入射において、５５０ｎｍ
を含み、幅（ＦＷＨＭ）が６０ｎｍ以下である反射帯域に関連する、１０ｎｍ幅波長範囲
にわたる平均内部透過率が、１０％以下である、項目３４に記載のコンタクトレンズ。
【０１２５】
　項目３６微細穿孔された第１の多層複屈折高分子光学膜は、総穿孔開口面積が第１の多
層複屈折高分子光学膜の主面の面積の約０．１％～約１０％の範囲である、項目２８に記
載のコンタクトレンズ。
【０１２６】
　項目３７微細穿孔された第１の多層複屈折高分子光学膜は、約１０ｎｍ～約１５０ミク
ロンの範囲内の直径を有する穴を含む、項目２８に記載のコンタクトレンズ。
【０１２７】
　項目３８第１の多層複屈折高分子光学膜は、フォトクロミック材料を含む少なくとも１
つの層を備える、項目２８に記載のコンタクトレンズ。
【０１２８】
　項目３９第１の多層複屈折高分子光学膜は、レンズ基材に埋め込まれる、項目２８に記
載のコンタクトレンズ。
【０１２９】
　項目４０レンズ基材を備え、入射した光をユーザの瞳内に向けるように構成された部分
を有するコンタクトレンズであって、この部分は、第１の領域と第１の領域を囲む第２の
領域とを含み、第１の領域は、１つ又は複数の光学素子を含み、１つ又は複数の光学素子
が、第２の領域内には延びず、１つ又は複数の光学素子が、屈折率が１．８よりも高いガ
ラスを備えるコンタクトレンズ。
【０１３０】
　項目４１　１つ又は複数の光学素子はモノリシックレンズである、項目４０に記載のコ
ンタクトレンズ。
【０１３１】
　項目４２　１つ又は複数の光学素子は、個別モノリシックレンズのアレイである、項目
４０に記載のコンタクトレンズ。
【０１３２】
　項目４３　１つ又は複数の光学素子は、レンズ基材内に少なくとも部分的に埋め込まれ
る、項目４０に記載のコンタクトレンズ。
【０１３３】
　項目４４　１つ又は複数の光学素子は、多層複屈折高分子光学膜を含む、項目４０に記
載のコンタクトレンズ。
【０１３４】
　項目４５　１つ又は複数の光学素子は反射型偏光子である、項目４０に記載のコンタク
トレンズ。
【０１３５】
　項目４６　１つ又は複数の光学素子は、多層複屈折高分子反射型偏光子と、多層複屈折
高分子反射型偏光子に隣接しコンタクトレンズの外側面に面する吸収型偏光子とを含む、
項目４０に記載のコンタクトレンズ。
【０１３６】
　項目４７第２の領域は、多層複屈折高分子光学膜を含む、項目４０に記載のコンタクト
レンズ。
【０１３７】
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　項目４８多層複屈折高分子光学膜は反射型偏光子である、項目４７に記載のコンタクト
レンズ。
【０１３８】
　項目４９第２の領域は、反射型偏光子に隣接する４分の１波長層を含む、項目４８に記
載のコンタクトレンズ。
【０１３９】
　項目５０多層複屈折高分子光学膜は、交互に重ねられた複屈折高分子層の群を含み、交
互に重ねられた複屈折高分子層の群に隣接する吸収型偏光子を含む、項目４８に記載のコ
ンタクトレンズ。
【０１４０】
　項目５１第２の領域は、第１の偏光を有する光を透過させ、第２の偏光を有する光を反
射する第１の反射型円偏光子を含み、１つ又は複数の光学素子は、第２の偏光を有する光
を透過させ、第１の偏光を有する光を反射する第２の反射型偏光子を含む、項目４０に記
載のコンタクトレンズ。
【０１４１】
　項目５２第１の領域と、第１の領域に隣接する第２の領域とを備えるコンタクトレンズ
であって、第１の領域は、単連結ではなく、第１の領域が第２の領域によって境界が定め
られるか又は第２の領域が第１の領域によって境界が定められるかのいずれかであり、第
２の領域は、第２の領域に広がる少なくとも１つの光学膜を含み、少なくとも１つの光学
膜が、第１の領域内には延びないコンタクトレンズ。
【０１４２】
　項目５３第１の領域は、第２の領域によって囲まれた複数の個別ゾーンを備える、項目
５２に記載のコンタクトレンズ。
【０１４３】
　項目５４第１の領域は、外側境界を有する連続したゾーンを備え、第２の領域の少なく
とも１つの切り離された部分が、外側境界内に配設されている、項目５２に記載のコンタ
クトレンズ。
【０１４４】
　項目５５少なくとも１つの光学膜は、多層複屈折高分子光学膜を含む、項目５２に記載
のコンタクトレンズ。
【０１４５】
　項目５６第１の領域は、少なくとも１つの光学膜とは異なる第１の光学膜を備える、項
目５２に記載のコンタクトレンズ。
【０１４６】
　項目５７少なくとも１つの光学膜は、第１の偏光を有する光を透過させるように構成さ
れた第１の反射型偏光子を含む、項目５２に記載のコンタクトレンズ。
【０１４７】
　項目５８第１の領域は、第１の偏光を有する光を反射又は吸収するように構成された第
２の偏光子を含む、項目５７に記載のコンタクトレンズ。
【０１４８】
　項目５９少なくとも１つの光学膜は、多層複屈折高分子反射型偏光子を含み、第１の領
域は実質的に光学的に透明である、項目５２に記載のコンタクトレンズ。
【０１４９】
　項目６０少なくとも１つの光学膜は複数の層を含み、少なくとも１つの層がフォトクロ
ミック材料を含む、項目５２に記載のコンタクトレンズ。
【０１５０】
　項目６１少なくとも１つの光学膜は、微細穿孔された多層複屈折高分子光学膜を含む、
項目５２に記載のコンタクトレンズ。
【０１５１】
　項目６２第１の領域と、第１の領域とは異なる第２の領域とを備えるコンタクトレンズ
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であって、第１の領域は、第１の多層複屈折高分子光学膜を含み、第２の領域は、第１の
多層複屈折高分子光学膜とは異なる第２の多層複屈折高分子光学膜を含むコンタクトレン
ズ。
【０１５２】
　項目６３第１の多層複屈折高分子光学膜は、第１の偏光を有する光を反射する第１の反
射型偏光子である、項目６２に記載のコンタクトレンズ。
【０１５３】
　項目６４第２の多層複屈折高分子光学膜は、第１の偏光を有する光を透過させる第２の
反射型偏光子である、項目６３に記載のコンタクトレンズ。
【０１５４】
　項目６５第１の偏光は円偏光である、項目６３に記載のコンタクトレンズ。
【０１５５】
　項目６６第１の偏光は直線偏光である、項目６３に記載のコンタクトレンズ。
【０１５６】
　項目６７第２の領域は、第１の領域を囲む環状領域である、項目６２に記載のコンタク
トレンズ。
【０１５７】
　項目６８第１及び第２の多層複屈折高分子光学膜の少なくとも一方は微細穿孔される、
項目６２に記載のコンタクトレンズ。
【０１５８】
　項目６９第１の領域と第２の領域とを備え、第１及び第２の領域を貫通して連続的に延
びる複数の層を有する多層光学膜を含むコンタクトレンズであって、第１の領域において
、この複数の層が第１の反射特性を提供し、第２の領域において、この複数の層が、第１
の反射特性とは異なる第２の反射特性を提供するコンタクトレンズ。
【０１５９】
　項目７０複数の層は、光学繰返しユニットとして配置されたミクロ層の少なくとも１つ
のスタックを備え、各光学繰返しユニットが、第２の領域が複屈折性を有し、第１の領域
がより低い複屈折性又は等方性を有する第１のミクロ層を備える、項目６９に記載のコン
タクトレンズ。
【０１６０】
　項目７１多層光学膜は、第２の領域に入射した第１の偏光状態を有する光を透過させ、
第２の領域に入射した第２の偏光状態を有する光を反射し、第１又は第２の偏光状態を有
する第１の領域に入射した光を透過させる、項目６９に記載のコンタクトレンズ。
【０１６１】
　項目７２第２の領域は、第１の領域を囲む環状領域である、項目６９に記載のコンタク
トレンズ。
【０１６２】
　項目７３第１の領域は、単連結ではなく、第１の領域が第２の領域によって境界が定め
られるか又は第２の領域が第１の領域によって境界が定められるかのいずれかである、項
目６９に記載のコンタクトレンズ。
【０１６３】
　項目７４多層光学膜は微細穿孔される、項目６９に記載のコンタクトレンズ。
【０１６４】
　項目７５反射型偏光子を備えるメガネレンズであって、ユーザに面するように構成され
た内側面と、内側面の反対側の外側面とを有し、反射型偏光子は、メガネレンズの内側面
に約１０度～約８０度の範囲の非垂直角度で入射した光の少なくとも一部を、メガネレン
ズに実質的に垂直な方向に反射するように構成された微細構造を備えるメガネレンズ。
【０１６５】
　項目７６微細構造は、回折フィーチャ又はフレネル鏡を含む、項目７５に記載のメガネ
レンズ。
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【０１６６】
　項目７７反射型偏光子は反射型円偏光子である、項目７５に記載のメガネレンズ。
【０１６７】
　項目７８反射型円偏光子は、４分の１波長層と、４分の１波長層に隣接し内側面と向か
い合う第１の直線偏光子とを備える、項目７７に記載のメガネレンズ。
【０１６８】
　項目７９反射型偏光子に隣接し内側面と向かい合う吸収型偏光子を更に備える、項目７
５に記載のメガネレンズ。
【０１６９】
　項目８０反射型偏光子に隣接し内側面と向かい合う第１の基材を更に備える、項目７５
に記載のメガネレンズ。
【０１７０】
　項目８１反射型偏光子に隣接し第１の基材と向かい合う第２の基材を更に備える、項目
８０に記載のメガネレンズ。
【０１７１】
　項目８２メガネレンズの少なくとも１つの層に配設されたフォトクロミック材料を更に
備える、項目７５に記載のメガネレンズ。
【０１７２】
　項目８３拡散反射型円偏光子を備えるメガネレンズであって、ユーザに面するように構
成された内側主面と、内側主面の反対側の外側主面とを有し、拡散反射型円偏光子は、内
側主面に入射した第１の円偏光を有する光を拡散反射するメガネレンズ。
【０１７３】
　項目８４拡散反射型円偏光子は、直線反射型偏光子と、直線反射型偏光子に隣接し外側
主面と向かい合う４分の１波長層とを含む、項目８３に記載のメガネレンズ。
【０１７４】
　項目８５直線反射型偏光子は拡散反射型高分子直線偏光子である、項目８４に記載のメ
ガネレンズ。
【０１７５】
　項目８６拡散反射型円偏光子に隣接し内側面と向かい合う第１の基材を更に備える、項
目８３に記載のメガネレンズ。
【０１７６】
　項目８７拡散反射型円偏光子に隣接し第１の基材と向かい合う第２の基材を更に備える
、項目８６に記載のメガネレンズ。
【０１７７】
　項目８８拡散反射型円偏光子に隣接し内側主面と向かい合う直線偏光子を更に備える、
項目８３に記載のメガネレンズ。
【０１７８】
　項目８９直線偏光子は吸収型偏光子である、項目８８に記載のメガネレンズ。
【０１７９】
　項目９０直線偏光子は、吸収型偏光子に隣接し外側主面と向かい合う反射型偏光子を含
み、反射型偏光子が、交互に重ねられた複屈折高分子層を備える、項目８９に記載のメガ
ネレンズ。
【０１８０】
　項目９１メガネレンズの少なくとも１つの層に配設されたフォトクロミック材料を更に
備える、項目８３に記載のメガネレンズ。
【０１８１】
　項目９２波長選択性反射を提供するナノ粒子を含む層を備えるメガネレンズであって、
波長選択性反射は、ＦＷＨＭ帯域幅が約１５０ｎｍ未満である第１の反射帯域を含むメガ
ネレンズ。
【０１８２】
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　項目９３ナノ粒子は、銀であるか又は銀シェルを含む、項目９２に記載のメガネレンズ
。
【０１８３】
　項目９４ナノ粒子は、第１の反射帯域における反射を提供する第１の複数のナノ粒子と
、第１の反射帯域とは異なる第２の反射帯域における反射を提供する第２の複数のナノ粒
子と、第１及び第２の反射帯域とは異なる第３の反射帯域における反射を提供する第３の
複数のナノ粒子とを含む、項目９２に記載のメガネレンズ。
【０１８４】
　項目９５ノッチ反射型偏光子を含むコンタクトレンズ。
【０１８５】
　項目９６ノッチ反射型偏光子は、ＦＷＨＭ帯域幅が約６０ｎｍ以下である第１の反射帯
域において第１の偏光を有する光を反射する、項目９５に記載のコンタクトレンズ。
【０１８６】
　項目９７ノッチ反射型偏光子は、ＦＷＨＭ帯域幅が約６０ｎｍ以下である第２の反射帯
域において第１の偏光を有する光を反射し、第２の反射帯域が第１の反射帯域と重なり合
わない、項目９６に記載のコンタクトレンズ。
【０１８７】
　項目９８ノッチ反射型偏光子は、ＦＷＨＭ帯域幅が約６０ｎｍ以下である第３の反射帯
域において第１の偏光を有する光を反射し、第３の反射帯域が第１又は第２の反射帯域と
重なり合わない、項目９７に記載のコンタクトレンズ。
【０１８８】
　項目９９ノッチ反射型偏光子は、多層複屈折高分子膜を備える、項目９５に記載のコン
タクトレンズ。
【０１８９】
　項目１００コンタクトレンズは、第１の領域と、第１の領域に隣接する第２の領域とを
有する基材を備え、基材は、第２の領域にノッチ反射型偏光子を含み、ノッチ反射型偏光
子が第１の領域内には延びない、項目９５に記載のコンタクトレンズ。
【０１９０】
　項目１０１ノッチ反射型偏光子を含むメガネレンズ。
【０１９１】
　項目１０２ノッチ反射型偏光子は、ＦＷＨＭ帯域幅が約６０ｎｍ以下である第１の反射
帯域において第１の偏光を有する光を反射する、項目１０１に記載のメガネレンズ。
【０１９２】
　項目１０３ノッチ反射型偏光子は、ＦＷＨＭ帯域幅が約６０ｎｍ以下である第２の反射
帯域において第１の偏光を有する光を反射し、第２の反射帯域が第１の反射帯域と重なり
合わない、項目１０２に記載のメガネレンズ。
【０１９３】
　項目１０４ノッチ反射型偏光子は、ＦＷＨＭ帯域幅が約６０ｎｍ以下である第３の反射
帯域において第１の偏光を有する光を反射し、第３の反射帯域が第１又は第２の反射帯域
と重なり合わない、項目１０３に記載のメガネレンズ。
【０１９４】
　項目１０５ノッチ反射型偏光子は、多層複屈折高分子膜を備える、項目１０３に記載の
メガネレンズ。
【０１９５】
　項目１０６ノッチ反射型偏光子は微細構造を備える、項目１０１に記載のメガネレンズ
。
【０１９６】
　項目１０７第１の波長帯域における発光を提供するように構成された第１の複数の量子
ドットを含む層を備えるメガネレンズ。
【０１９７】
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　項目１０８第１の波長帯域は、帯域幅が約５０ｍｎ未満である、項目１０７に記載のメ
ガネレンズ。
【０１９８】
　項目１０９この層は、第１の波長帯域とは異なる第２の波長帯域における発光を提供す
るように構成された第２の複数の量子ドットを含む、項目１０７に記載のメガネレンズ。
【０１９９】
　項目１１０第１の波長帯域は、約５０ｎｍ未満の第１の帯域幅を有し、第２の波長帯域
は、約５０ｎｍ未満の第２の帯域幅を有し、第１の波長帯域と第２の波長帯域が重なり合
わない、項目１０９に記載のメガネレンズ。
【０２００】
　以上、本明細書において具体的な実施形態を図示、説明したが、様々な代替的かつ／又
は等価的な実現形態を、本開示の範囲を逸脱することなく、図示及び説明された具体的な
実施形態に置き換えることができる点は、当業者であれば認識されるところであろう。本
出願は、本明細書において検討される具体的な実施形態のいかなる適合例又は変形例をも
網羅しようとするものである。したがって、本開示は、特許請求の範囲及びその等価物に
よってのみ限定されるものとする。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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